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　株式会社西日本フィナンシャルホールディングスグループ（以下、「当社グループ」）は、グループ経

営理念に基づくお客さま・地域の期待を超えた総合金融サービスの展開にあたり、お客さまの資産運用

及び資産形成に関わる業務において、「お客さまの資産運用及び資産形成に関わる業務の基本方針

（フィデューシャリー・デューティーに関する基本方針）」を策定し、お客さま本位の業務運営態勢の 

構築に取り組んでいます。  

 

　当社グループは、この基本方針を踏まえたお客さま本位の業務運営の取組状況について、客観的に 

評価できる具体的な指標（以下、「KPI」）を定め、その状況を定期的に公表するとともに随時見直して

まいります。
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Ⅰ. 当社グループのフィデューシャリー・デューティーに関する基本方針

　当社グループは、お客さまがニーズにあった商品・サービスを選択できるように、商品・サービスの特性やお客さまの経験・
金融知識等に応じて、お客さまにとって重要な情報を、お客さまが理解できるように分かりやすく提供することに努めます。 

お客さまに対する情報提供の充実

　当社グループは、グループ経営理念に則り、役職員1人ひとりがお客さまに対して誠実・公正に業務に取り組むとともに、
お客さまに選ばれる総合金融グループを目指して、｢お客さま本位の業務運営｣の徹底に努めます。 

基本方針 
１

お客さま本位の業務運営態勢の構築

　当社グループは、お客さまとの対話を通じて、お客さまのニーズを的確にとらえ、お客さまの資産状況、経験、知識及び
運用の目的にあった最適な商品・サービスの提供に努めます。

お客さまにとって最適な商品・サービスの提供基本方針 
２

基本方針 
３

運用資産保有顧客数1

運用資産残高2

FP1・2級資格保有者数

3

4

投資信託商品ラインアップ

一時払保険商品ラインアップ

5 11 投資信託預り資産残高上位20銘柄のコスト・リターン

12 投資信託預り資産残高上位20銘柄のリスク・リターン6

投資信託購入額ランキング

一時払保険商品購入額ランキング

7

9

積立投資信託振替金額 10

NISA口座数・iDeCo加入者数

8

積立投資信託契約者数 15 外貨建保険残高上位20銘柄のコスト・リターン

お客さま向けセミナー開催回数17

外貨建保険運用評価別顧客比率16

投資信託・ファンドラップ運用損益別顧客比率13

14 ファンドラップ契約者数・残高

共通KPI お客さま本位の良質な金融商品・サービスを提供する金融事業者を選ぶうえで比較できる統一的な情報として金融庁が定めるものです。

KP I一覧

5
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Ⅱ. 2024年度のトピックス　1. 新NISA制度の普及に向けた取組み

NISA 口座ランキング

NISA 大規模セミナー

2024年6月29日：参加人数267名 2024年12月22日：参加人数227名

NISA 学生向けホームページ　(新規開設)

https://www.ncbank.co.jp/lp/toshin/nisa-student/

NISA キャンペーン

NISAご紹介キャンペーン 

出所：ニッキン投信情報

アプリ契約者限定キャンペーン

（第１弾）2024年6月～7月 
（第２弾）2024年10月～12月

2024年11月～12月

2025年3月末時点

　西日本シティ銀行では、NISAを活用した長期的な資産形成をお考えのお客 
さまに、運用について楽しく学べる無料セミナーを開催し、多くのお客さまに 
ご参加いただきました。

　学生の方の金融リテラシー向上と資産形成を促進するため、学生向けのNISA
特設Webページを開設しました。

新しいNISAに関心を持っていただけるよう、各種キャンペーンを実施しました。

（単位：件）

西日本シティ銀行では、良質な資産の安定的な形成に資する新NISA制度の普及に向けて、大規模セミナーの開催や各種キャンペーンを通じた
PR強化に取り組みました。

第１位 福岡銀行 203,701
第２位 西日本シティ銀行 127,602
第3位 十八親和銀行 115,945
第4位 関西みらい銀行 113,350
第5位 常陽銀行 109,197
第6位 足利銀行 103,717

総口座数 地銀第２位
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https://www.ncbank.co.jp/lp/toshin/nisa-


緊急アフターフォロー
RPAを活用した 
運用損益の把握

お客さま向け 
緊急セミナーの開催

　マーケットが急変した際や保有している投資
資産の運用損益が拡大した場合には、保有資産
の状況、マーケットの状況および今後の見通し
等について分かりやすく情報提供を行っていま
す。

　お客さまへ迅速な情報提供が行えるよう、
RPA（Robotic Process Automation）が日次
でお客さまの運用状況を確認し、大きな値動き
があった場合は、担当者へ通知する態勢を整備
しました。

　トランプ大統領の再選が確定した2024年11月 
には、 西日本シティTT証券のチーフアナリスト 
松本義一郎が講師を務めるお客さま向け「緊急 
マーケットセミナー」をオンラインで開催しまし
た。

　当社では、お客さまの投資経験やお取引状況等を踏まえた定期的な情報提供を行うとともに、マーケット急変時等には、お客さまの不安を少しでも緩和できる 
よう、緊急アフターフォローやセミナーを実施しています。

Ⅱ. 2024年度のトピックス　２. アフターフォローの充実
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全国の金融機関で初めて、生命保険の契約内容を照会できる機能をNCBアプリに追加しました。

Ⅱ. 2024年度のトピックス　３. お客さまの利便性向上に向けた取組み

「メニュー」ボタンをタップして、 
「生命保険契約照会」を選択

生命保険契約照会
生命保険契約照会

｢サービスを利用する」をタップして、 
利用規約に「同意する」を選択（初回のみ）

保険商品の契約一覧および商品毎の
契約内容を照会

　お客さまの声を参考に、NISAの利用状況を確認で
きるアイコンを追加いたしました。また、投資の目
的やスタイルに合わせてファンドを選択できるよう
リニューアルしました。

「NCBアプリ」生命保険契約照会サービスの提供

STEP
1

STEP
2

STEP
3

西日本シティ銀行では、お客さまの利便性向上に向け、西日本シティ銀行アプリ（以下、「NCBアプリ」）の機能拡充や画面リニューアルに取り組んでいます。

金融機関 “初”

「NCBアプリ」外貨預金TOP画面リニューアル           「NCBアプリ」投資信託TOP画面リニューアル

2024年12月に、外貨預金のTOP画面をシ
ンプルな画面設計、配色にすることで、お
客さまにとって見やすく、使いやすいデザ
インにリニューアルしました。

9

これまでインターネットバンキング
（NCBダイレクト）または店頭でのお手
続きを必要としていた「外貨de積むつ
む」の新規・変更申込の手続きがNCB
アプリで完結できるようになりました。

外貨預金の機能追加デザインの刷新



Ⅱ. 2024年度のトピックス　４．第三者評価のランクアップ

＊ 銀行、証券会社等が投資信託の販売において「顧客本位の業務運営」を行っているか、その取組方針や取組状況を、中立的な第三者の立場から6段階
（SSS、SS、S、A、B、C）で評価したものです。SSとSとAについては、上位評価に近いものにプラスを付し、それぞれSS＋、 S＋、 A＋と表示します。

　西日本シティ銀行及び西日本シティTT証券は、（株）格付投資情報センターによる「R&I 顧客本位の金融販売会社評価＊」を 

取得し、同評価等を参考にお客さま本位の業務運営態勢の改善に取り組んでいます。  

　2025年3月には、お客さま本位の金融商品販売への取組みが評価され、西日本シティ銀行は「S＋」から「SS」に、西日本シティ 

TT証券は「S」から「S＋」に格上げとなりました。

S＋
格上げ

SS

格　付

S
格上げ

S＋

格　付
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その他継続的な取組み

Ⅲ

１．お客さま本位の業務運営態勢の構築
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取組状況 ③

取組状況 ②

Ⅲ．その他継続的な取組み　１．お客さま本位の業務運営態勢の構築

　当社グループは、グループ経営理念に則り、役職員1人ひとりがお客さまに対して誠実・公正に業務に取り組むとともに、
お客さまに選ばれる総合金融グループを目指して、｢お客さま本位の業務運営｣の徹底に努めます。 

基本方針 
１

お客さま本位の業務運営態勢の構築

お客さまの満足度向上に向けた取組み

・西日本シティ銀行及び西日本シティTT証券では、資産運用商品を保有 
いただいているお客さまを対象に定期的にアンケート(NPS®)＊ 調査を 
行っています。  
・「NPS® 調査」や「お客さまの声ハガキ」により寄せられたお客さま
のご意見・ご要望等を踏まえ、商品・サービスの改善に努めるなど、お
客さまの満足度向上に取り組んでいます。 
  ＊  NPS®(Net Promoter Score®)： 
お客さまが企業のブランドや商品・担当者に高い関心を持ち、「知人やご家族にどの
位薦めたいと思うか」を数字に表したものです。

取組状況 ① 販売員の評価手法等の整備

・お客さまのニーズを的確にとらえ、お客さまの資産状況、経験、知識
及び運用の目的にあった最適な商品・サービスの提供を行った販売員を
評価する仕組みを整備しています。

法令等の遵守・検証体制等の整備

・各種法令等に則った金融商品販売ルールを定めています。それらの
ルールを研修等を通じて販売員に周知し、適正な業務が行われるよう指
導しています。 
・本部コンプライアンス部門が、販売員とお客さまとの面談記録のモニ
タリング等を通じて、適正な販売が行われているか検証する体制を整備
しています。
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利益相反の適切な管理

投資信託や生命保険の販売において、お客さまの利益が不当に損なわ
れることがないよう、お客さまとの利益が相反する可能性を把握し、
適切な管理を行っています。

取組状況 ④

[ 詳細はこちら ] 
・西日本シティ銀行 
https://www.ncbank.co.jp/corporate/rieki_souhan_kanri/ 
・長崎銀行 
https://www.nagasakibank.co.jp/top/pdf/rieki202212.pdf 
・西日本シティTT証券 
https://www.nctt.co.jp/conflict_of_interest.html



3社合算

Ⅲ．その他継続的な取組み　１．お客さま本位の業務運営態勢の構築

当社グループ全体の2025年3月末の運用資産保有顧客数は267,400先（前年比＋12,219先）及び運用資産残高は13,758億円（前年比＋494億円）となりまし
た。

2 運用資産残高

3社合算

1 運用資産保有顧客数

13



Ⅲ

2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

その他継続的な取組み
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① 基本方針の宣言 ② ニーズを把握 ③ 多面的な比較

④適合性確認 ⑤個別商品の提案

当社グループの基本方針等を説明 資産状況や目標資産額を確認 リスクや手数料を商品横断的に説明

ご相談シートにて適合性を確認 お客さまの意向に沿った商品の選定 複数商品を比較提案

Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

お客さまにとって最適な商品・サービスの提供を行うためのフロー

　当社グループは、お客さまとの対話を通じて、お客さまのニーズを的確にとらえ、お客さまの資産状況、経験、知識及び運用の
目的にあった最適な商品・サービスの提供に努めます。

基本方針 
2

お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

15

45,000

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

160

140

120

100

（円） （円）

「お客さまの資産運用及び資産形成に関わる業務の基本方針」
（フィデューシャリー・デューティーに関する基本方針）

●　株式会社西日本フィナンシャルホールディングスグループ（以下、「当社グループ」）は、グループ経営理念に基づく
お客さま・地域の期待を超えた総合金融サービスの展開にあたり、お客さまの資産運用及び資産形成に関わる業務
において、「お客さまの資産運用及び資産形成に関わる業務の基本方針」（フィデューシャリー・デューティーに関する
基本方針）を策定し、お客さま本位の業務運営態勢の構築に取り組んでいます。

●　当社グループは、この基本方針を踏まえたお客さま本位の業務運営の取組状況について、客観的に評価できる具
体的な指標を定め、その状況を定期的に公表するとともに随時見直してまいります。

　当社グループは、お客さまがニーズにあった商品・サービスを選択できるように、商品・サービスの特性やお客さま
の経験・金融知識等に応じて、お客さまにとって重要な情報を、お客さまが理解できるように分かりやすく提供すること
に努めます。

2023年度の金融情勢

基本方針❸ お客さまに対する情報提供の充実

　当社グループは、お客さまとの対話を通じて、お客さまのニーズを的確にとらえ、お客さまの資産状況、経験、
知識及び運用の目的にあった最適な商品・サービスの提供に努めます。

基本方針❷ お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

　当社グループは、グループ経営理念に則り、役職員1人ひとりがお客さまに対して誠実・公正に業務に取り組むと
ともに、お客さまに選ばれる総合金融グループを目指して、｢お客さま本位の業務運営｣の徹底に努めます。

基本方針❶ お客さま本位の業務運営態勢の構築

日経平均株価の推移 ドル円為替相場の推移

22年3月 22年3月9月 23年3月 9月 24年3月 9月

 

●　2023年度の日経平均株価は、年度初めは28,000円付近で始まり、好調な企業業績や円安・ドル高の進行などを
背景に年度を通して概ね上昇基調で推移しました。3月には史上最高値となる40,888円を付け、その後、年度末にか
けては40,000円付近で推移しました。
●　為替相場は、日米長期金利差の拡大を背景に10月には150円付近まで円安・ドル高が進行しました。その後、米国
長期金利が低下したことにつれ140円付近まで円高・ドル安が進行しましたが、年度末にかけては米国の早期利下げ
観測が後退したことなどから150円付近まで再び円安・ドル高が進行しました。

22年3月末
27,821円

23年3月末
28,041円

24年3月末
40,369円

23年3月 9月 24年3月

22年3月末
122.41円 23年3月末

132.79円
24年3月末
151.31円 R&I顧客本位の金融販売会社評価

格付投資情報センター（R＆I）による「R＆I顧客本位の金融販売会社評価（※2）」において
「S+」評価を取得しています。
※2 銀行・証券会社等が投資信託の販売において「顧客本位の業務運営」を行っているか、その取組方針や取組状況を、中立的な第三者の立場から6段階（SSS、SS、S、A、

B、C）で評価したものです。SSとSとAについては、上位評価に近いものにプラスを付し、それぞれSS＋、S＋、A＋と表示します。

当 行取扱 当行取扱

●　当行では、「フィデューシャリー・デューティーに関する基本方針」に基づき、お客さまの様々なニーズにお応えす
るべく幅広い商品を取り揃えています。
●　西日本FHグループで連携し、各社の特徴を活かした商品を「金融商品仲介」等を通じて取り扱っています。
●　投資信託や保険商品などの商品選定にあたっては、類似する商品について、商品のわかりやすさ、リスクや運
用実績、お客さまにご負担いただく費用等を比較検討し、外部機関の知見を参考にお客さまによりご満足いただ
けるよう努めております。
●　内外環境やお客さまのニーズの変化等に応じて、常に魅力ある商品ラインナップとなるよう、半年に一度、外部
機関による評価等を参考にしつつ、商品の運用実績等を検証し、ラインナップの見直しを行っています。

重要情報シート一定の投資性金融商品の販売・販売仲介に係る

商品ラインナップの考え方 ［商品選定のコンセプトや留意点は次のとおりです。］

取扱商品 ［当行がお客さまに提供できる金融商品の種類は次のとおりです。］

当行の基本情報

苦情・相談窓口4

3

2

1

［社 　 　 名］株式会社　西日本シティ銀行
［登 録 番 号］福岡財務支局長（登金）第6号
［加 入 協 会］日本証券業協会／一般社団法人金融先物取引業協会
［当行の概要を記したウェブサイト］https://www.ncbank.co.jp/

加入協会等共通の相談窓口

当行お客さま相談窓口

金融庁金融サービス利用者相談室

証券・金融商品あっせん相談センター（FINMAC） TEL.0120-64-5005〈受付時間〉 平日：9時～17時

生命保険協会　生命保険相談所 TEL.03-3286-2648
〈受付時間〉 平日：9時～17時

全国銀行協会相談室 TEL.0570-017109（TEL.03-5252-3772）
〈受付時間〉 平日：9時～17時

お客さまサービス室 TEL.0120-162-105
〈受付時間〉 平日：9時～17時

TEL.0570-016811（TEL.03-5251-6811）
〈受付時間〉 平日:10時～17時

※1 西日本シティＴＴ証券等（仲介口座）での取扱

円貨預金（投資性なし）
外貨預金（投資性あり）
投資信託
保険商品（投資性なし）
保険商品（投資性あり）
国内株式
外国株式
上記以外の商品等 個人向け国債・NISA・iDeCo等もご用意しています。

○
○
○
○
○
×
×

○※1

○※1

○※1

○※1

×
×
×

円建債券
外貨建債券
特殊な債券（仕組債等）
ラップ口座
ETF、ETN
REIT
その他の上場商品

商 号 等：株式会社西日本シティ銀行
登録金融機関　福岡財務支局長（登金）第6号

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会

※くわしくは、お近くの西日本シティ銀行の窓口へ
お問い合わせください。

2024年7月1日 現在

インターネットホームページ

https://www.ncbank.co.jp

◎本パンフレットに記載の公共債、外貨預金、投資信託、NISA、保険商品にはご注意いただきたい事項が
あります。詳しくはP35～36をご覧ください。

◎お客さまの投資に関するご経験や投資に対するお考えによっては、ご案内できない商品もございますので、
あらかじめご了承ください。

私
が

ご
案
内
し
ま
す

マネープランガイド
NCB

これからのための

まずは、このガイドブックをご覧ください。

一生涯

お客さまのお考えにあった商品をお選びください。 ※記載の内容は、商品の一例であり、個別の商品の特徴や留意点等をすべて記載したものではありません。
※商品によっては、一部取扱いをしていない店舗もありますので、担当者にご確認ください。

2024年9月1日現在（※1）全期前納払いは除く

外貨預金 外国債券 投資信託ファンドラップ 生命保険（※1）

一般的に
コスト低

一般的に
コスト高

運用はプロに任せたい自分で判断する

こんな方に
おすすめ

運用方針の
イメージ

詳しくは、各商品の
パンフレットをご覧ください。

購入時/
契約時
（税抜）

保有期間中/
契約期間中

解約
（換金）時

▶円よりも高い海外の金利で運用したい。
▶少額から運用を始めたい。
▶シンプルな仕組みの商品がいい。

▶さまざまな国や企業、年数、通貨で運用したい。
▶さまざまな資産で分散投資したい。
▶何にどれだけ投資するかをプロにお任せしたい。
▶運用を始めた後の管理や見直しもプロにお任せしたい。

▶プロが選んだ株や債券等の組み合わせから
　自分で選択したい。
▶少額から、運用を始めたい。

▶保障もつけたい。
▶保障機能と運用を組み合わせたい。
▶運用はプロにお任せしたい。

自分で
決める

自分で
決める

自分で
商品を
決める

運用は
お任せ
したい

自分で
保険商品
を決める

プロに
商品の
組み合わせ
を任せる

1ヶ月～1年程度 3年～10年 3年～数年～無期限期間の定めなし ただし、中長期の保有を
お勧めします。

一部制限がある
商品もございます。

ただし、自動継続等による
長期の運用も可能です。

ー
（通貨によって異なります）

為替手数料
（通貨によって異なります）

為替手数料
（0%～3%）

購入手数料（後払も含む）
（0%～6.5%）
購入手数料

（外貨のみ）
為替手数料

ー ー （商品によって異なります）
信託報酬等投資一任報酬等

（商品によって異なります）
保険関係費等

（選択されたコースや保有期間等によって異なります）

ー
（通貨によって異なります）

為替手数料
（0%～0.5%）
信託財産留保額

（0%～10%）
解約控除率

（外貨のみ）
為替手数料

（通貨によって異なります）
為替手数料

為替変動
リスク

信用
リスク

金利変動
リスク

価格変動
リスク

流動性
リスク

カントリー
リスク

為替変動
リスク

信用
リスク

金利変動
リスク

流動性
リスク

カントリー
リスク

為替変動
リスク

信用
リスク

流動性
リスク

カントリー
リスク

為替変動
リスク

信用
リスク

金利変動
リスク

価格変動
リスク

流動性
リスク

カントリー
リスク

為替変動
リスク

信用
リスク

金利変動
リスク

価格変動
リスク

流動性
リスク

ふやす（運用）、つかう（年金）という機能を兼ね備えた保険商品の
ことです。

個人年金保険

定額個人年金保険 ご契約時に年金原資が確定しています。

円を米ドル・ユーロ・豪ドルなどの通貨で預ける
預金のことです。円預金と同じように外貨普通預
金と外貨定期預金があります。

主に、世界各国の国や地方公共団体などが、資
金調達のために、円以外の外国の通貨で発行す
る債券のことです。

多くのお客さまからお預かりした資金をひとつ
にまとめ、投資の専門家がお客さまに代わって
運用する商品のことです。

「ファンドラップ」は、単なる投資商品ではなく、投
資一任契約に基づきファンドラップ口座にお預け
頂いたお客さまの運用資金を投資一任運用する
トータル資産運用・管理サービスです。

ユーロ米ドル 豪ドル

●当行の主な取扱通貨

1,512,000円
為替差益

1,310,400円

10,000米ドル
○TTS（※2）：1米ドル＝140円
○税率は復興特別所得税を考慮していません。

○TTB（※3）：1米ドル＝150円 ○TTB（※3）：1米ドル＝130円
（※2）預入時為替レート （※3）払出時為替レート

円安の場合 円高の場合

為替差損

■イメージ図（米ドル定期預金）
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期間1年／金利1％

1,400,000円
預入日

10,000米ドル

元本

満期日

利息

80米ドル
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■イメージ図

円安の場合 円高の場合

￥ ￥

利金 利金

債券価格

購入日

購入金額

償還日
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円の手取りが減る円の手取りが増える
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額面金額
利金

$ $

【投資意向等のお伺い】
【運用提案】

【投資一任契約の締結】
【ファンドラップ口座開設】
【手数料等のお手続き】

【投資一任運用】
【運用報告】

ファンド
ラップ

投資一任契約
締結代理業務の

委託

証券業務&
投資一任契約
締結の代理
ファンドラップ口座

口座管理機関

投資一任運用

投資一任契約

投資運用会社

運用指図

国内株式

国内債券

Jリート

外国株式

外国債券

Wリート

エマージング株式

ハイイールド債券等

コモディティ

ヘッジファンド等

短期金融資産等

オルタナティブ

お
客
さ
ま

分散投資が
できます

専門家が
運用します

少額から投資
できます

1 2 3
【投資信託の3つの特徴】

西日本シティ銀行（販売会社）

お客さま（投資家）

お申込金

運用の指図・信託金

投資 収益

運用会社

信託銀行

投資 収益 投資 収益
リート

（不動産投資信託）株式債券
など

お申込金 分配金・償還金

分配金・償還金

投資信託の設定
投資対象を調査し、
お客さまのご資金を
運用します

投資信託の販売
ご相談、ご購入後の情報提供を行います

お客さまのご資金や有価証券をお預かりし、
管理（分別管理）します

R$

収益

企業・経済
ご家族のため、ご自身のために一生涯続く保障を準備することの
できる保険商品のことです。

終身保険

変額個人年金保険

定額終身保険

■イメージ図

■イメージ図

■イメージ図

○現在、死亡時および運用期間満了時には当初の一時払保険料相当額を
　最低保障するタイプが一般的となっています

一時
払
保
険
料

（
基
本
保
険
金
額
）

年金受取
または
一括受取

金
年

金
年

金
年

資
原
金
年

年
金

資
原

金
年

金
年

金
年

運用実績が好調な場合

運用実績が不調な場合

変額終身保険
■イメージ図

特別勘定（ファンド）で運用し、実績によって死亡保険金額が変動します。

特別勘定（ファンド）で運用し、その運用実績によって年金原資が変動します。

運用実績が不調な場合
料
険
保
払
時一

）
額
金
険
保
本
基
（

ご契約時に死亡保険金額が運用通貨建で確定しています。

運用実績が好調な場合

一時
払
保
険
料

（
基
本
保
険
金
額
）

一時
払
保
険
料

（
基
本
保
険
金
額
）

商品ごとに手数
料が異なります。
手数料等は、保有
金額または保有
期間等により異
なります。

死亡給付金額

死亡給付金額

死亡保険金額
解約返戻金

死亡保険金額

年金受取
または
一括受取

1年後、
利息100米ドルに
対して税金が
約20％

引かれます。

期　間

主なリスク

取扱い

特　徴

コスト

／

プロが
運用

プロが
運用

運用期間

積立金額

積立金額

積立金額

年金受取期間

運用期間

一生涯

年金受取期間

　　金融商品ご相談シート(兼 顧客カード)

　２．お客さまの投資に対するお考え方について　（平準払保険の場合、記入不要。但し、外貨建平準払保険は除く）

３．お客さまの投資に対するご経験、ご関心について　（平準払保険の場合、記入不要。但し、外貨建平準払保険は除く）

マーケットの動き
についてのご関心

４．お客さまのご投資の状況について　（平準払保険の場合、記入不要。但し、外貨建平準払保険は除く）

　　　今回のご投資予定額 (                万円)  ＋  投資金融資産 (                万円)
  　　　　　　　　　　　　　　　総金融資産 (                          万円)

　＝　投資比率  (          )%

 □ 為替や株価等に興味がありテレビやメディア等でよく確認している
 □ 為替や株価等マーケットについて知識があり詳しい

□ □ □ □
 □ あまり興味がない
 □ 為替や株価等についてテレビやメディア等で時々確認している

□
 年金・終身・養老保険

□ □ □

 その他 (               )

□ □

日付 ： 　　　　年　　　月　　　日       　　　　　　　　　お名前：                            　　　　　　　                  

私は、上記がいずれも正しいことを確認しましたので、以下に署名します。

 □私は、上記申告に基づき、下記の商品の説明を受けることを希望します。
　　　　□投資信託　　　　　　　　　　　　　 　　　 □保険
　　　　□外貨預金(特約付外貨定期預金を含む)       　 □公共債
　　　　□その他(                                         )
 □私は、上記申告に基づき、次の商品種類の説明を受けることを希望します。
　　希望商品種類名：                                       理由：                                                                            

□ □ □
□ □ □ □

ご投資のご経験

商品 なし 1年以内 1年～5年 5年超
 株式 □ □ □ □
 投資信託 □ □
 公共債

 □ 当行からの運用の提案        □ お客様からの運用相談

投
資
の
目
的

今回の
ご投資予定額

万円  □ 預貯金より　　　□ 投資信託より　　　 　□ 変額保険金より　　　□ 定額保険金より
 □ 退職金より 　　  □ 相続･贈与金より         □ その他（                         ）

運用期間等

 □ いつでも現金にできるようにしたい
 □ 一定期間運用したい       (  □ 短期：1年以内   　□ 中期：1～5年以内  　 □ 長期：5年超   )
 □ 年金として受け取りたい（ 老後資金 ）
 □ 相続財産（ お子さまやお孫さまなどに遺すための資金 ）

ご投資に関する
お考え方

 □ 元本の安全性を重視したい
 □ 安全性と収益性のバランスを重視したいが安全性をより重視したい
 □ 安全性と収益性のバランスを重視したいが収益性をより重視したい
 □ 収益性を追求するため、リスクの高い商品にも積極的に投資したい

ご興味のある
商品種類

 □ 公共債             　　 　　□ 外貨預金       　　□ 投資信託          　　□ 積立投資信託    　　　　□ 外債
 □ 個人年金・養老保険  　   □ 終身保険       　　□ なし                　　□その他（　　　　　　）

　　　　※ ご署名をいただいた後、コピーのうえ写しをお客さまへ交付してください。
　　　　※ 預り資産ナビゲーションシステムへ速やかに、正しく入力してください。

ご住所 連絡先

ご職業

 □ 会社員　　　　□ 会社経営者（未公開企業）□ 会社役員（未公開企業）□ 会社役員（上場企業）□ 教職員
 □ 公務員（職員）□ 公務員（管理職）　　　　□ 団体組合諸法人役員　　□ 団体組合諸法人職員　□ 弁護士・会計士・税理士
 □ 開業医　　　　□ 勤務医　　　　　　　　　□ 農林・漁業　　　　　　□ 商店サービス自営業　□ 商店サービス従業員
 □ 自営（その他）□ 自由業　　　　　　　　　□ 無職　　　　　　　　　□ 無職 /  主婦　　　　  □ 無職 /  定年退職
 □ パートアルバイト派遣・契約社員　　　　　 □ その他（                                       ）

収入形態  □ 給与・報酬　 □ 事業収入　　　  □ 不動産収入　　  □ 公的年金等　　　□ その他(                          )
投資の目的  □ 余裕資金の運用　　　　　　　　　□ 将来のための資産形成　□ 近々に使途が確定している資金の運用

部署名

お取引の動機  □ 当行からの訪問・電話・その他　　□ ＤＭ / レターを見て　　□ 新聞･ＴＶ･ホームページを見て　　  □ ご紹介
運用・備え  □ 平準払・保障性保険による備え　　※該当の場合のみチェックして下さい

お勤め先 役職名 お電話

年収

   (受付日　  　　年　　月　　日  )
個人のお客さま用

　当行にて金融商品をご検討いただきありがとうございます。お客様の投資の目的や資産運用に対するお考えに
　合わせた商品をご提案させていただくため、以下の事項についてお伺いします。
　１．お客さまについて

ﾌﾘｶﾞﾅ 生年月日     　　 年　　　月　　　日  (       才) 世 帯 主
との続柄

 □ 世帯主  　　□ 配偶者
 □ 子　　  　　□ 孫
 □ その他　(         　　 )

おなまえ                                     様 ご家族(同居)  □ 配偶者   　　□ 子供      人

ﾌﾘｶﾞﾅ 電話番号

 □ なし　　　　 □ 5百万円未満　　□ 1千万円未満　　□ 3千万円未満　　 □ 5千万円未満　　 □ 5千万円以上

□
 外貨預金

ご相談のきっかけ

店番 顧客番号

コンプライアンス 保管期間　10年　（2024.1）

重要情報シート（個別商品編）

のむラップ・ファンド（普通型）
１
金融商品の名称・種類

組成会社（運用会社）

販売委託元

パッケージ化の有無

商品組成に携わる事業者が
想定する購入層

クーリング・オフの有無

金融商品の目的・機能

のむラップ・ファンド（普通型）

野村アセットマネジメント株式会社

野村アセットマネジメント株式会社

国内株式、国内債券、外国株式、外国債券、世界各国（日本を含む）の不動産投資信託証券（REIT）を主要投
資対象とし、信託財産の成長と安定した収益の確保を図ることを目的として運用を行ないます。

この商品は、安定した収益の確保と中長期的な資産の成長を目指したい方で、同種の商品に対する知識や投資
経験があり、もしくは説明を受け商品性をご理解いただける投資家を主に念頭において組成しています。
この商品は元本割れリスクを許容でき、安全性と収益のバランスに配慮しつつ積極的な運用を考える方に適し
ております。また、積極的な運用を考える方の投資も可能です。

金融商品取引法第37条6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。

あなたの会社が提供する商品のうち、この商品が、私の知識、経験、財産状況、ライフプラン、投資目的に照らして、ふさわしいという根拠は何か。
この商品を購入した場合、どのようなフォローアップを受けることができるのか。
この商品が複数の商品を組み合わせたものである場合、個々の商品購入と比べて、どのようなメリット・デメリットがあるのか。

以下のような質問があれば、お問い合わせください。

損失が生じるリスクの内容

○ファンドは株式、REIT、債券（公社債等）に投資を行ないますので、各々の資産の市場価格の変動の影響を
受けます。
○債券（公社債等）等には、元利金の支払遅延および支払不履行などが生じるリスクがあります。
○原則として為替ヘッジを行ないませんので、為替変動の影響を受けます。

〔参考〕過去１年間の収益率

〔参考〕過去５年間の収益率

損失リスクの内容の詳細は交付目論見書の「投資リスク」に、運用実績の詳細は交付目論見書の「リスクの定量的比較」や「運用実績」に記載しています。

以下のような質問があれば、お問い合わせください。
投資信託のリスクについて、私が理解できるように説明してほしい。
相対的にリスクが低い類似商品はあるのか。あればその商品について説明してほしい。

購入時に支払う費用
（販売手数料など）

購入申込金額に手数料率1.1％（税抜1.0％）を乗じて得た金額とします。
なお、お申込手数料には消費税等相当額がかかります。

継続時に支払う費用
 （信託報酬など）

運用成果に応じた費用
 （成功報酬など）

運用管理費用（信託報酬率）：年1.353％（税抜 年1.23％）
その他費用・手数料が実費でファンドから支払われます。これらは事前に料率を表示することができません。

ありません。

以下のような質問があれば、お問い合わせください。
私がこの商品に100万円を投資したら、それぞれのコストが実際にいくらかかるのか説明してほしい。
費用がより安い類似商品はあるか。あればその商品について説明してほしい。

上記以外に生ずる費用を含めて、詳細は契約締結前交付書面と交付目論見書の「ファンドの費用・税金」に記載しています。

― 1 ―

: 2025年06月07日使用開始日

0.3％（2025年5月末現在）

平均8.8％  最低-6.4％（2022年12月） 最高24.8％（2021年10月）
（2020年6月～2025年5月の各月末における直近1年間の数字）

パッケージ化商品ではありません。

商品等の内容

２ （本商品は、元本が保証されず、損失が生じるリスクがあります）リスクと運用実績

３ （本商品の購入又は保有には、費用が発生します）費用

※

※

（当行は、組成会社等の委託を受け、お客様に商品の販売の勧誘を行っています）
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販売会社：株式会社 西日本シティ銀行 

この資料は、この商品の全ての事項を記載したものではありません。ご検討、お申込みに際しては、「商品概要」「契約締結前交付書面（契約概要／ 
注意喚起情報）兼 商品パンフレット」「設計書」「ご契約のしおり・約款」などを必ずお読みください。  

この商品は第一フロンティア生命を引受保険会社とする生命保険です。預金とは異なり、 
また、元本割れすることがあります。 

１．商品等の内容 （当行は、組成会社等の委託を受け、お客さまに商品の販売の勧誘を行っています） 
 

金融商品の名称・種類 プレミアパートナー 
通貨指定型個人年金保険（24） 

組成会社（引受保険会社） 
第一フロンティア生命保険株式会社 

販売委託元 

金融商品の目的・機能 

【目 的】 
選べる年金の「受取期間」と「しくみ」で、お客さまのニーズにお応えできる年金保険です。  
【機 能】  
・ 指定通貨を、米ドル、豪ドルまたは円より選択いただけます。 
・ 年金の種類および年金額を定めるしくみを選択いただけます。 

年金の種類 

終身年金 被保険者が生存している限り、一生涯にわたって年金をお支払いします。 

確定年金 
選択いただいた期間、年金をお支払いします。 
・据置期間（1 年～10 年）経過後から年金をお支払いします。 
・年金支払期間は、10 年、15 年、20 年、25 年、30 年、35 年、40 年から選択いただきます。 

 
年金額を定めるしくみ 

指数あり 
積立利率などに基づき契約日に定まる「定額部分の年金額」および参照指数
の上昇率などに基づき定まる「上乗せ部分の年金額」の合計額を年金額として
定めるしくみ 

指数なし 積立利率などに基づき契約日に年金額を定めるしくみ 

・ 年金支払期間中に被保険者が生存している場合は、年金をお支払いします。 
被保険者が死亡した場合でも、年金支払保証期間中（終身年金の場合）または 
年金支払期間中（確定年金の場合）は継続して年金をお支払いします。 

・ 年金支払開始日前に被保険者が死亡した場合、死亡給付金をお支払いします。 
＊「終身年金」の場合は、契約日が年金支払開始日となるため、死亡給付金のお支払いはありません。 

・ 指定通貨建の死亡給付金額や年金支払保証期間中（終身年金の場合）または 
年金支払期間中（確定年金の場合）に支払われる指定通貨建の年金の合計額は、     
指定通貨建の一時払保険料相当額を下回ることはありません。 

商品組成に携わる事業者 
が想定する購入層 

・ この商品は、「豊かな老後生活をおくるため、年金を受け取りながら資産寿命を安定的に 
延ばしたい」ご意向があるお客さまを念頭に組成しています。 

（主に 60 代～70 代のお客さまを想定） 
・ 第一フロンティア生命が設定した所定の利率に基づきリスクを抑えた運用を行いますが、 

為替変動リスク（外貨建の場合）、金利変動リスクがあるため、それらに伴う元本割れ 
および指数の推移による年金額の上乗せがないケースを許容できる方を想定しています。 

（終身年金の場合は終身までの保有、確定年金の場合は年金支払期間の満了までの 
保有を想定して組成している商品のため、契約日から解約日または年金の一括支払時 
までの期間が短い場合、運用による成果が十分に得られないことや、元本割れする可能性 
が高まることなどがあるため十分ご留意ください。また、解約により保障も失われます。） 

・ あわせて、当面のライフプランにおいて使う予定のない自己資金があり、保険に加入しても、 
生活資金や医療費等への備えとして十分な収入や財産がある方を想定しています。 



① 基本方針の宣言

Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

「お客さまの資産運用及び資産形成に関わる業務の基本方針」リーフレット

当社グループの基本方針の説明

　お客さまに安心してご相談いただけるよう、当社グループの「お客さまの資産運用及び資産形成に関わる業務の基本方針」について、リーフレットを活
用し説明しています。

取組状況 ①

16
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（円） （円）

「お客さまの資産運用及び資産形成に関わる業務の基本方針」
（フィデューシャリー・デューティーに関する基本方針）

●　株式会社西日本フィナンシャルホールディングスグループ（以下、「当社グループ」）は、グループ経営理念に基づく
お客さま・地域の期待を超えた総合金融サービスの展開にあたり、お客さまの資産運用及び資産形成に関わる業務
において、「お客さまの資産運用及び資産形成に関わる業務の基本方針」（フィデューシャリー・デューティーに関する
基本方針）を策定し、お客さま本位の業務運営態勢の構築に取り組んでいます。
●　当社グループは、この基本方針を踏まえたお客さま本位の業務運営の取組状況について、客観的に評価できる具
体的な指標を定め、その状況を定期的に公表するとともに随時見直してまいります。

　当社グループは、お客さまがニーズにあった商品・サービスを選択できるように、商品・サービスの特性やお客さま
の経験・金融知識等に応じて、お客さまにとって重要な情報を、お客さまが理解できるように分かりやすく提供すること
に努めます。

2023年度の金融情勢

基本方針❸ お客さまに対する情報提供の充実

　当社グループは、お客さまとの対話を通じて、お客さまのニーズを的確にとらえ、お客さまの資産状況、経験、
知識及び運用の目的にあった最適な商品・サービスの提供に努めます。

基本方針❷ お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

　当社グループは、グループ経営理念に則り、役職員1人ひとりがお客さまに対して誠実・公正に業務に取り組むと
ともに、お客さまに選ばれる総合金融グループを目指して、｢お客さま本位の業務運営｣の徹底に努めます。

基本方針❶ お客さま本位の業務運営態勢の構築

日経平均株価の推移 ドル円為替相場の推移

22年3月 22年3月9月 23年3月 9月 24年3月 9月

 

●　2023年度の日経平均株価は、年度初めは28,000円付近で始まり、好調な企業業績や円安・ドル高の進行などを
背景に年度を通して概ね上昇基調で推移しました。3月には史上最高値となる40,888円を付け、その後、年度末にか
けては40,000円付近で推移しました。
●　為替相場は、日米長期金利差の拡大を背景に10月には150円付近まで円安・ドル高が進行しました。その後、米国
長期金利が低下したことにつれ140円付近まで円高・ドル安が進行しましたが、年度末にかけては米国の早期利下げ
観測が後退したことなどから150円付近まで再び円安・ドル高が進行しました。

22年3月末
27,821円

23年3月末
28,041円

24年3月末
40,369円

23年3月 9月 24年3月

22年3月末
122.41円 23年3月末

132.79円
24年3月末
151.31円

1

●　資産運用商品を保有いただいているお客さまを対象に、アンケート（NPS®）調査を行っています。NPS®※1調査スコ
アやお客さまからいただいたご意見を踏まえ、各種施策等を企画・立案し、お客さま満足度向上に取り組んでいます。
●　お客さま本位の業務運営態勢の構築に取り組んだ結果、当社グループ全体の2024年3月末の運用資産保有顧
客数及び運用資産残高は前年比で増加しました。

西日本シティ銀行の2023年度取組状況について

お客さま本位の業務運営態勢の構築

お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

※1 NPS®（Net Promoter Score®）とは、お客さまが企業のブランドや商品・担当者に高い関心を持ち、「知人やご家族にどのくらい薦めたいと思うか」を
　　数字に表したもの

■ お客さまの満足度向上に向けた取組み

お客さまの資産の状況やライフイベントに応じた準備すべ
き目標額等が確認できる各種ツールをご用意しています。 

●　ライフイベント等に応じたお客さまのニーズを的確にとらえ、さまざまな運用商品の比較・検討をご提案しています。
また、お客さまのご意向や資産状況、リスク許容度等に照らして最適な商品であるか確認しています。

さまざまな運用商品のリスクや手数料等を横断的に比
較できるチラシをご用意しています。

■ お客さまのニーズ把握および適合性の確認

「お金の色分けシート」 「運用商品の横断比較」チラシ

■ 投資信託　■ 保険商品 （単位：先）

118,087
93,681

99,17298,158

103,218

98,295

217,259
191,839 201,513

運用資産保有顧客数

23/3 24/322/3 23/3 24/322/3

■ 投資信託　■ 保険商品 （単位：億円）

運用資産残高

3,317

5,026

2,600

4,537

2,647

4,611

8,343

7,137 7,258

1

2

　　お客さまの保有資産の将来予想や取崩しシミュレーショ
ンができます。また、保有資産を目標額まで増やすために必
要な運用利回りに合う銘柄をご提案します。

　　お客さまの保有資産の状況を包括的に分析したうえで、
お考えに適したモデルポートフォリオに近づく銘柄・金額を
ご提案します。

お客さまの目標（ゴール）を見据えた運用提案 保有資産に合うポートフォリオ提案

2

■ お客さまのニーズに沿った運用提案（投信）
●　「パステルノート※2」を活用し、主に投資初心者や資産形成層のお客さまへは、ライフイベントに応じて準備すべき資
産の目標（ゴール）を見据えた運用提案を行い、ご退職者などの資産運用層のお客さまへは、保有資産とお客さまの
意向に沿ったポートフォリオ運用をご提案しています。

※2 円預金や投資信託、保険商品などお客さまの保有する金融資産を包括的に分析し、投資信託の最も効果的な組み合わせや割合を瞬時に判断するシステムです。

ゴールを
設定

毎月の積立額を
確認

目標利回りに
適う運用提案 現状分析 お客さまの

意向を確認
ニーズに合う
銘柄を提示

　　保障の必要性、運用方針などを確認し、お客さまのご意
向に応じた保険商品をご提案しています。

　　資産承継・相続ニーズのあるお客さまに対しては、生命
保険商品や信託商品などからお考えに適した商品をご提
案しています。

お客さまのご意向に基づいた保険提案 資産承継・相続ニーズに対する提案

■ お客さまのニーズに沿った運用提案（保険）
●　死亡保障などを兼ね備えながら資産運用をお考えのお客さまに、保険商品をご提案しています。
●　「ご意向把握アンケート※3」によりお客さまのご意向を確認し、信託商品も含めた総合的なご提案を行っています。

※3 保険商品のご提案の際、各種リスクや資産運用に対するお客さまのご意向をヒアリングするために使用するアンケートです。

保険分野に関する
ご意向を確認

運用方針等
を確認

ニーズに合う
商品を提案 現状分析 お客さまの

意向を確認
生命保険や
信託商品を案内

4

7

6

一括で払い込み、資産運用または資産形成したい
（老後の生活資金等の準備・お子さまの教育・結婚資金等の準備等）

定期的（毎月・半年毎・毎年等）に払い込み、資産形成したい
（老後の生活資金等の準備・お子さまの教育・結婚資金等の準備等）

病気・けがで働けなくなり、収入が減少した場合の保障を準備したい

保険分野に関するご意向

万が一の場合に備える
2

5

病気・けがに備える

1 一生涯に渡って、万が一の場合のご遺族への保障を準備したい

病気・けがによる治療・入院費用を準備したい

一定期間の、万が一の場合のご遺族への保障を準備したい

3

資産運用・貯蓄

就労不能・介護に備える

がんなど、特定疾病への保障を準備したい

介護が必要になった場合にかかる費用の保障を準備したい8

運
用
通
貨

為替リスクがなく安定運用ができる円貨がよい

為替リスクはあるが、増える期待が持てる外貨がよい

安全性と収益性のバランスを重視（どちらかといえば安全性の方を重視）

元本の安全性を重視

運
用
方
針

収益性を重視

安全性と収益性のバランスを重視（どちらかといえば収益性の方を重視）



お客さまのニーズ把握および適合性の確認取組状況 ②

運用商品の横断比較チラシお金の色分けシート ご相談シート

　お客さまのご意向、金融知識・取引経験、資
産状況等を把握し、適合性を確認しています。 

　お客さまの資産の状況やライフイベントに
応じた準備すべき目標額等が確認できる各種
ツールをご用意しています。 

　さまざまな運用商品のリスクや手数料等を横
断的に比較できるチラシをご用意しています。

パンフレット等を用いた分かりやすい説明 お客さまの適合性確認

② ニーズを把握 ③ 多面的な比較 ④適合性確認

　ライフイベント等に応じたお客さまのニーズを的確にとらえ、さまざまな運用商品の比較・検討をご提案しています。また、お客さまのご意向や資産状況、
リスク許容度等に照らして、最適な商品であるか確認しています。

Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

◼︎金融知識・取引経験の浅いお客さまやご高齢のお客さまに対しては、より丁寧な説明に努めています。 
◼︎ご高齢のお客さまに対しては、商品説明時にご家族等にご同席いただくよう案内しています。また、十分にご検討いただけるように、翌日以降のお申込みを案内しています。

17

将来に向けて
NISAやiDeCoなどの
制度の活用も
大切ですね。

お金の色分け

17 18

目
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目
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〜
お
金
の
色
分
け
〜

今あるお金 万円 毎月の収入（手取り） 万円

当面使う予定の
ないお金

万円

いざという時に
すぐ使えるお金

万円

近い将来使い道の
決まっているお金

万円

将来の目的のために
ふやすお金

資産価値を
守るお金

大切な人に
のこすお金

毎月の収入の色分け

毎月支払いが
決まっているお金

将来の
目的のために
ためるお金

万が一のために
備えるお金

万円

自由に
使えるお金

万円

のこるお金

万円

コツコツ備えるための資産づくりのコツ

収入 支出 貯蓄・投資

収入 貯蓄・投資 支出

将来の目的に合わせて、お金の色分けをしてみましょう。

保有資産の色分け

「資産づくり」は余ったお金で考えるので
はなく、先に貯蓄・投資額を決めて、残り
を生活費等に充てましょう。

今回は
この部分のお金を使って
運用を考えてみましょう。
目的や資産の状況に応じて
バランスを考えるのが
ポイントです。
→P25

ご安心ください！
まずはリスクとリターンの関係について

ご説明させていただきます。
→P19

はじめてだから
よくわからないわ。

老後の生活資金
子どもの教育資金 等

円安に備える資金 等

贈与する資金
相続でのこす資金 等

リフォーム費
車購入費 等

生活費
不意の出費 等

家賃
住宅ローン
通信費
光熱費
交通費
学費 等

レジャー費
小遣い 等

万円

大切な人にのこすしくみ資産価値を守る・将来の目的のためにふやすしくみ

公共債
外貨預金
投資信託
一時払個人年金保険

P27
P27
P28
P29

一時払終身保険 P30

万が一のために備えるしくみ

信託商品 P31

万が一のために備えるしくみ

医療保険
がん保険
平準払終身保険

P32
P32
P34

積立投資信託
iDeCo
平準払個人年金保険

P33
P33
P34

将来の教育資金
老後の生活資金
その他

当てはまるものにチェック

医療保険料
がん保険料
その他保険料
（収入保障、介護、
 定期保険 等）

当てはまるものにチェック

将来の目的のためにコツコツためるしくみ

→たとえば、外貨資産で運用

インフレに備える資金 等
→たとえば、年2％の目標で運用

まずは給与等
収入の色分けを
してみましょう。

　　の部分がない、
もしくは足りない場合は、
「のこるお金」を使って
万が一や将来のための
準備を始めましょう。

「のこるお金」がない、
もしくは足りない場合は、
　　 の部分の
見直しを行い、
貯蓄や投資のお金を捻出しましょう。

万円

資産運用編 資産形成編

point

STEP 1 STEP 2 STEP 3

一生涯

お客さまのお考えにあった商品をお選びください。 ※記載の内容は、商品の一例であり、個別の商品の特徴や留意点等をすべて記載したものではありません。
※商品によっては、一部取扱いをしていない店舗もありますので、担当者にご確認ください。

2024年9月1日現在（※1）全期前納払いは除く

外貨預金 外国債券 投資信託ファンドラップ 生命保険（※1）

一般的に
コスト低

一般的に
コスト高

運用はプロに任せたい自分で判断する

こんな方に
おすすめ

運用方針の
イメージ

詳しくは、各商品の
パンフレットをご覧ください。

購入時/
契約時
（税抜）

保有期間中/
契約期間中

解約
（換金）時

▶円よりも高い海外の金利で運用したい。
▶少額から運用を始めたい。
▶シンプルな仕組みの商品がいい。

▶さまざまな国や企業、年数、通貨で運用したい。
▶さまざまな資産で分散投資したい。
▶何にどれだけ投資するかをプロにお任せしたい。
▶運用を始めた後の管理や見直しもプロにお任せしたい。

▶プロが選んだ株や債券等の組み合わせから
　自分で選択したい。
▶少額から、運用を始めたい。

▶保障もつけたい。
▶保障機能と運用を組み合わせたい。
▶運用はプロにお任せしたい。

自分で
決める

自分で
決める

自分で
商品を
決める

運用は
お任せ
したい

自分で
保険商品
を決める

プロに
商品の
組み合わせ
を任せる

1ヶ月～1年程度 3年～10年 3年～数年～無期限期間の定めなし ただし、中長期の保有を
お勧めします。

一部制限がある
商品もございます。

ただし、自動継続等による
長期の運用も可能です。

ー
（通貨によって異なります）

為替手数料
（通貨によって異なります）

為替手数料
（0%～3%）

購入手数料（後払も含む）
（0%～6.5%）
購入手数料

（外貨のみ）
為替手数料

ー ー （商品によって異なります）
信託報酬等投資一任報酬等

（商品によって異なります）
保険関係費等

（選択されたコースや保有期間等によって異なります）

ー
（通貨によって異なります）

為替手数料
（0%～0.5%）
信託財産留保額

（0%～10%）
解約控除率

（外貨のみ）
為替手数料

（通貨によって異なります）
為替手数料

為替変動
リスク

信用
リスク

金利変動
リスク

価格変動
リスク

流動性
リスク

カントリー
リスク

為替変動
リスク

信用
リスク

金利変動
リスク

流動性
リスク

カントリー
リスク

為替変動
リスク

信用
リスク

流動性
リスク

カントリー
リスク

為替変動
リスク

信用
リスク

金利変動
リスク

価格変動
リスク

流動性
リスク

カントリー
リスク

為替変動
リスク

信用
リスク

金利変動
リスク

価格変動
リスク

流動性
リスク

ふやす（運用）、つかう（年金）という機能を兼ね備えた保険商品の
ことです。

個人年金保険

定額個人年金保険 ご契約時に年金原資が確定しています。

円を米ドル・ユーロ・豪ドルなどの通貨で預ける
預金のことです。円預金と同じように外貨普通預
金と外貨定期預金があります。

主に、世界各国の国や地方公共団体などが、資
金調達のために、円以外の外国の通貨で発行す
る債券のことです。

多くのお客さまからお預かりした資金をひとつ
にまとめ、投資の専門家がお客さまに代わって
運用する商品のことです。

「ファンドラップ」は、単なる投資商品ではなく、投
資一任契約に基づきファンドラップ口座にお預け
頂いたお客さまの運用資金を投資一任運用する
トータル資産運用・管理サービスです。

ユーロ米ドル 豪ドル

●当行の主な取扱通貨

1,512,000円
為替差益

1,310,400円

10,000米ドル
○TTS（※2）：1米ドル＝140円
○税率は復興特別所得税を考慮していません。

○TTB（※3）：1米ドル＝150円 ○TTB（※3）：1米ドル＝130円
（※2）預入時為替レート （※3）払出時為替レート

円安の場合 円高の場合

為替差損

■イメージ図（米ドル定期預金）
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期間1年／金利1％

1,400,000円
預入日

10,000米ドル

元本

満期日

利息

80米ドル
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■イメージ図

円安の場合 円高の場合

￥ ￥

利金 利金

債券価格

購入日

購入金額

償還日
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円の手取りが減る円の手取りが増える
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額面金額
利金

$ $

【投資意向等のお伺い】
【運用提案】

【投資一任契約の締結】
【ファンドラップ口座開設】
【手数料等のお手続き】

【投資一任運用】
【運用報告】

ファンド
ラップ

投資一任契約
締結代理業務の

委託

証券業務&
投資一任契約
締結の代理
ファンドラップ口座

口座管理機関

投資一任運用

投資一任契約

投資運用会社

運用指図

国内株式

国内債券

Jリート

外国株式

外国債券

Wリート

エマージング株式

ハイイールド債券等

コモディティ

ヘッジファンド等

短期金融資産等

オルタナティブ

お
客
さ
ま

分散投資が
できます

専門家が
運用します

少額から投資
できます

1 2 3
【投資信託の3つの特徴】

西日本シティ銀行（販売会社）

お客さま（投資家）

お申込金

運用の指図・信託金

投資 収益

運用会社

信託銀行

投資 収益 投資 収益
リート

（不動産投資信託）株式債券
など

お申込金 分配金・償還金

分配金・償還金

投資信託の設定
投資対象を調査し、
お客さまのご資金を
運用します

投資信託の販売
ご相談、ご購入後の情報提供を行います

お客さまのご資金や有価証券をお預かりし、
管理（分別管理）します

R$

収益

企業・経済
ご家族のため、ご自身のために一生涯続く保障を準備することの
できる保険商品のことです。

終身保険

変額個人年金保険

定額終身保険

■イメージ図

■イメージ図

■イメージ図

○現在、死亡時および運用期間満了時には当初の一時払保険料相当額を
　最低保障するタイプが一般的となっています

一時
払
保
険
料

（
基
本
保
険
金
額
）

年金受取
または
一括受取

金
年

金
年

金
年

資
原
金
年

年
金

資
原

金
年

金
年

金
年

運用実績が好調な場合

運用実績が不調な場合

変額終身保険
■イメージ図

特別勘定（ファンド）で運用し、実績によって死亡保険金額が変動します。

特別勘定（ファンド）で運用し、その運用実績によって年金原資が変動します。

運用実績が不調な場合
料
険
保
払
時一

）
額
金
険
保
本
基
（

ご契約時に死亡保険金額が運用通貨建で確定しています。

運用実績が好調な場合

一時
払
保
険
料

（
基
本
保
険
金
額
）

一時
払
保
険
料

（
基
本
保
険
金
額
）

商品ごとに手数
料が異なります。
手数料等は、保有
金額または保有
期間等により異
なります。

死亡給付金額

死亡給付金額

死亡保険金額
解約返戻金

死亡保険金額

年金受取
または
一括受取

1年後、
利息100米ドルに
対して税金が
約20％

引かれます。

期　間

主なリスク

取扱い

特　徴

コスト

／

プロが
運用

プロが
運用

運用期間

積立金額

積立金額

積立金額

年金受取期間

運用期間

一生涯

年金受取期間

　　金融商品ご相談シート(兼 顧客カード)

　２．お客さまの投資に対するお考え方について　（平準払保険の場合、記入不要。但し、外貨建平準払保険は除く）

３．お客さまの投資に対するご経験、ご関心について　（平準払保険の場合、記入不要。但し、外貨建平準払保険は除く）

マーケットの動き
についてのご関心

４．お客さまのご投資の状況について　（平準払保険の場合、記入不要。但し、外貨建平準払保険は除く）

　　　今回のご投資予定額 (                万円)  ＋  投資金融資産 (                万円)
  　　　　　　　　　　　　　　　総金融資産 (                          万円)

　＝　投資比率  (          )%

 □ 為替や株価等に興味がありテレビやメディア等でよく確認している
 □ 為替や株価等マーケットについて知識があり詳しい

□ □ □ □
 □ あまり興味がない
 □ 為替や株価等についてテレビやメディア等で時々確認している

□
 年金・終身・養老保険

□ □ □

 その他 (               )

□ □

日付 ： 　　　　年　　　月　　　日       　　　　　　　　　お名前：                            　　　　　　　                  

私は、上記がいずれも正しいことを確認しましたので、以下に署名します。

 □私は、上記申告に基づき、下記の商品の説明を受けることを希望します。
　　　　□投資信託　　　　　　　　　　　　　 　　　 □保険
　　　　□外貨預金(特約付外貨定期預金を含む)       　 □公共債
　　　　□その他(                                         )
 □私は、上記申告に基づき、次の商品種類の説明を受けることを希望します。
　　希望商品種類名：                                       理由：                                                                            

□ □ □
□ □ □ □

ご投資のご経験

商品 なし 1年以内 1年～5年 5年超
 株式 □ □ □ □
 投資信託 □ □
 公共債

 □ 当行からの運用の提案        □ お客様からの運用相談

投
資
の
目
的

今回の
ご投資予定額

万円  □ 預貯金より　　　□ 投資信託より　　　 　□ 変額保険金より　　　□ 定額保険金より
 □ 退職金より 　　  □ 相続･贈与金より         □ その他（                         ）

運用期間等

 □ いつでも現金にできるようにしたい
 □ 一定期間運用したい       (  □ 短期：1年以内   　□ 中期：1～5年以内  　 □ 長期：5年超   )
 □ 年金として受け取りたい（ 老後資金 ）
 □ 相続財産（ お子さまやお孫さまなどに遺すための資金 ）

ご投資に関する
お考え方

 □ 元本の安全性を重視したい
 □ 安全性と収益性のバランスを重視したいが安全性をより重視したい
 □ 安全性と収益性のバランスを重視したいが収益性をより重視したい
 □ 収益性を追求するため、リスクの高い商品にも積極的に投資したい

ご興味のある
商品種類

 □ 公共債             　　 　　□ 外貨預金       　　□ 投資信託          　　□ 積立投資信託    　　　　□ 外債
 □ 個人年金・養老保険  　   □ 終身保険       　　□ なし                　　□その他（　　　　　　）

　　　　※ ご署名をいただいた後、コピーのうえ写しをお客さまへ交付してください。
　　　　※ 預り資産ナビゲーションシステムへ速やかに、正しく入力してください。

ご住所 連絡先

ご職業

 □ 会社員　　　　□ 会社経営者（未公開企業）□ 会社役員（未公開企業）□ 会社役員（上場企業）□ 教職員
 □ 公務員（職員）□ 公務員（管理職）　　　　□ 団体組合諸法人役員　　□ 団体組合諸法人職員　□ 弁護士・会計士・税理士
 □ 開業医　　　　□ 勤務医　　　　　　　　　□ 農林・漁業　　　　　　□ 商店サービス自営業　□ 商店サービス従業員
 □ 自営（その他）□ 自由業　　　　　　　　　□ 無職　　　　　　　　　□ 無職 /  主婦　　　　  □ 無職 /  定年退職
 □ パートアルバイト派遣・契約社員　　　　　 □ その他（                                       ）

収入形態  □ 給与・報酬　 □ 事業収入　　　  □ 不動産収入　　  □ 公的年金等　　　□ その他(                          )
投資の目的  □ 余裕資金の運用　　　　　　　　　□ 将来のための資産形成　□ 近々に使途が確定している資金の運用

部署名

お取引の動機  □ 当行からの訪問・電話・その他　　□ ＤＭ / レターを見て　　□ 新聞･ＴＶ･ホームページを見て　　  □ ご紹介
運用・備え  □ 平準払・保障性保険による備え　　※該当の場合のみチェックして下さい

お勤め先 役職名 お電話

年収

   (受付日　  　　年　　月　　日  )
個人のお客さま用

　当行にて金融商品をご検討いただきありがとうございます。お客様の投資の目的や資産運用に対するお考えに
　合わせた商品をご提案させていただくため、以下の事項についてお伺いします。
　１．お客さまについて

ﾌﾘｶﾞﾅ 生年月日     　　 年　　　月　　　日  (       才) 世 帯 主
との続柄

 □ 世帯主  　　□ 配偶者
 □ 子　　  　　□ 孫
 □ その他　(         　　 )

おなまえ                                     様 ご家族(同居)  □ 配偶者   　　□ 子供      人

ﾌﾘｶﾞﾅ 電話番号

 □ なし　　　　 □ 5百万円未満　　□ 1千万円未満　　□ 3千万円未満　　 □ 5千万円未満　　 □ 5千万円以上

□
 外貨預金

ご相談のきっかけ

店番 顧客番号

コンプライアンス 保管期間　10年　（2024.1）



目標利回りに 
適う運用提案

　お客さまの保有資産の状況を包括的に分析したうえで、お考えに適した
モデルポートフォリオに近づく銘柄・金額をご提案します。

　お客さまの保有資産の将来予想や取り崩しシミュレーションができま
す。また、保有資産を目標額まで増やすために必要な運用利回りに合う銘
柄をご提案します。

 ＊円預金や投資信託、保険商品などお客さまの保有する金融資産を包括的に分析し、投資信託の最も効果的な組み合わせや割合を瞬時に判断するシステムです。

Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

お客さまの目標（ゴール）を見据えた運用提案 保有資産に合うポートフォリオ提案

毎月の 
積立額を確認ゴールを設定

⑤ 個別商品の提案

お客さまのニーズに沿った運用提案（投資信託）

　「パステルノート* 」を活用し、主に投資初心者や資産形成層のお客さまへは、ライフイベントに応じて準備すべき資産の目標（ゴール）を見据えた運用
提案を行い、ご退職者などの資産運用層のお客さまへは、保有資産とお客さまの意向に沿ったポートフォリオ運用をご提案しています。

取組状況 ③
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お客さまの 
ご意向を確認現状分析 ニーズに合う 

銘柄を提示



【銀行控】

■保険商品のご検討にあたってのお客さまのご意向にチェック(レ)をしてください。

■上記5.または6.にチェックをされたお客さまは以下にもチェックをしてください。

■保険料・保険金額・保険期間・運用リスクに対する考え等（ご希望がある場合には、ご記入ください)

■お客さまご記入欄（「当初のご意向」をご回答いただいた後に、【回答日】のご記入をお願いいたします。）

・私は、貴行での保険商品の提案を受けるにあたり、上記のとおり保険商品の検討に関する当初意向を回答しました。

　　　　　　　　　　　　　（「最終のご意向」をご回答いただいた後に、【回答日】・【お名前】のご記入をお願いいたします。）

・私は、貴行で保険商品の提案を受けるにあたり、上記のとおり保険商品の検討に関する意向を回答しました。

・私は、最終的な意向と当初との比較、相違する場合の相違が生じた経緯等について貴行担当者より説明を受けました。

【回答日】　西暦　　　　　年　　　　月　　　　日　　　

【銀行使用欄】

□
□

【最終】

□

店番
担当

店別顧客番号

【個人のお客さま用】保険商品のご検討にあたってのご意向把握アンケート

当行では、保険業法等の法令の定め及び当行の内部規定に基づき、保険商品に関するお客さまのご意向（「当初のご意向」）を以下のアンケートによ
りお伺いさせていただき、そのご意向に対応した保険商品をご提案させていただきます。
また、お客様のご意向については個別商品のお申込前に改めて「最終的なご意向」として把握させていただき、「最終的なご意向」が「当初のご意向」
と異なる場合には、その違いが生じた経緯についてご説明させていただきます。
つきましては、お客さまに関する情報のお取扱についてご同意いただいたうえで、ご回答ください。

お名前（※）

株式会社西日本シティ銀行

(※ご署名をお願いします）

4

資産運用・貯蓄

万が一の場合に備える
2

5

病気・けがに備える

1

3

□

□ □

当初のご意向

一定期間の、万が一の場合のご遺族への保障を準備したい 「NCBほけんプラザ」でお取扱しております

病気・けがによる治療・入院費用を準備したい

一括で払い込み、資産運用または資産形成したい
（老後の生活資金等の準備・お子さまの教育・結婚資金等の準備等）

定期的（毎月・半年毎・毎年等）に払い込み、資産形成したい
（老後の生活資金等の準備・お子さまの教育・結婚資金等の準備等）

□

最終のご意向

がんなど、特定疾病への保障を準備したい □□

保険分野に関するご意向

一生涯に渡って、万が一の場合のご遺族への保障を準備したい

6

元本の安全性を重視

病気・けがで働けなくなり、収入が減少した場合の保障を準備したい

介護が必要になった場合にかかる費用の保障を準備したい

就労不能・介護に備える
8

運
用
方
針

収益性を重視

安全性と収益性のバランスを重視（どちらかといえば安全性の方を重視）

安全性と収益性のバランスを重視（どちらかといえば収益性の方を重視）

7

□ □

□ □

□

取扱店

その他の優先すべきご希望　（貯蓄部分の要否、引受保険会社に関するご意向　等)

保障内容と保険料のバランスを重視□

【回答日】　西暦　　　　　年　　　　月　　　　日　　　

□
□

必要な保障内容を理解できたため

必要な保障期間を理解できたため
理由

法令等遵守責任者

最終意向

保険期間：

保険料　：　

お客さまの当初のご意向についてご説明し、最終意向と相違ないことをご理解いただきました。

お客さまの当初のご意向と最終意向が相違していましたが、その相違点や相違が生じた経緯につき説明し、ご理解いただきました。

【お名前】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

運
用
通
貨

為替リスクがなく安定運用ができる円貨がよい

保険金額：　

当初意向

為替リスクはあるが、増える期待が持てる外貨がよい

□

□ □

□

□

□

□

「NCBほけんプラザ」でお取扱しております

□ □

□

□

「NCBほけんプラザ」でお取扱しております

保存年限：契約終了時まで保管  20221009

お客さまのニーズに沿った運用提案（保険）

・死亡保障などを兼ね備えながら資産運用をお考えのお客さまに、保険商品をご提案しています。  
・「ご意向把握アンケート* 」によりお客さまのご意向を確認し 、信託商品も含めた総合的なご提案を行っています。

Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

⑤ 個別商品の提案
＊保険商品のご提案の際、各種リスクや資産運用に対するお客さまのご意向をヒアリングするために使用するアンケートです。

お客さまのご意向に基づいた保険提案 資産承継・相続ニーズに対する提案

資産承継・相続ニーズのあるお客さまに対しては、生命保険商品や信託
商品などからお考えに適した商品をご提案しています。

保障の必要性、運用方針などを確認し、お客さまのご意向に応じた保険
商品をご提案しています。

取組状況 ③
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お客さまの 
ご意向を確認現状分析 生命保険や 

信託商品を案内
ニーズに合う 
商品を提案

運用方針等 
を確認

保険分野に関する
ご意向を確認

資産運用にあたってご注意いただきたいこと相続関連信託業務 商品ラインナップ
このようなときに 商品名／業務名

生前贈与を考えたい

葬儀費用、病院代や当面の
生活資金をすぐに渡したい

遺言作成を考えたい

将来の病気や高度障害に
備えて、資金管理を任せたい

相続手続が大変で
誰かに任せたい

NCB
暦年贈与型信託

NCB
遺言代用信託

NCB
シニアサポート信託

NCB
遺産整理業務

NCB
遺言信託（遺言執行引受予諾業務）

ご家族への毎年の贈与手続を
お手伝いします。

お客さまが万一のとき、ご家族が
必要な資金をお渡しいたします。

高齢者の資金管理をお手伝いします。

ご相続人のみなさまに代わって、
相続手続を代行いたします。

遺言書の作成のご相談から、
遺言書の保管・万一の際の相続手続まで

トータルでお手伝いします。

債券の価格は、市場金利の変動によって上下しますので、償還前に売却す
る場合には、投資元本を割り込む場合があります。
発行者の信用状況の悪化または発行者に対する外部評価の変化などによ
り、損失を被ることがあります。
債券の種類によっては、買取、中途換金できない期間があります。
公共債は預金ではなく、預金保険制度の対象ではありません。

債券（公共債）をお申込の際は、次の点にご注意ください。
投資信託は預金商品ではなく、元本の保証はありません。
投資信託の基準価額は、組入れ有価証券等の値動きにより変動するため、お
受取金額が投資元本を割り込むリスクがあります。外貨建て資産に投資する
ものは、この他に通貨の価格変動により基準価額が変動するため、お受取金
額が投資元本を割り込むリスクがあります。これらのリスクはお客さまご自
身が負担することとなります。
投資信託は預金保険の対象ではありません。当行が取り扱う投資信託は、投
資者保護基金制度は適用されません。
投資信託をご購入の際は、最新の目論見書を必ずご覧いただき、内容をご
確認のうえ、ご自身でご判断ください。
投資信託には手数料等がかかります。ご購入から解約・償還までの間に直
接または間接にご負担いただく費用には以下のものがあります。 ＊申込手
数料 ＊解約手数料 ＊信託財産留保額 ＊信託報酬 ＊監査費用・有価証券売
買手数料等その他費用 上記費用を足し合わせた金額をお客さまにご負担
いただきます。申込・解約時の手数料および信託報酬等は、投資信託ごと
に異なります。また、その他費用は運用状況により変動します。したがって、
事前に料率および計算方法等を示すことができません。詳細は、目論見書
等をご覧ください。
一部お取り扱いしていない店舗もございます。

投資信託をお申し込みの際は、次の点にご注意ください。

個人年金保険は、預金ではないため預金保険の対象外です。また、当行が
元本を保証する商品ではありません。
変額個人年金保険は国内外の株式・債券等で運用しており、運用実績が保
険金額や積立金額、将来の年金額などの増減につながるため、株価や債券
価格の下落、為替の変動により、積立金額、解約払戻金額は既払込保険料
を下回ることがあり、損失が生じるおそれがあります。
商品によっては、ご契約時の契約初期費用のほか、ご契約後も毎年、保険
関係費用・運用関係費用・年金管理費用等がかかる場合があります。また、
ご契約から一定の期間内に解約された場合、解約控除（費用）がかかる場
合があります。
ご負担いただく手数料種類やその料率は商品によって異なります。そのた
め具体的な金額・計算方法は記載しておりません。各商品の費用等の詳細
は「商品パンフレット」「契約概要・注意喚起情報」「ご契約のしおり・約款」等
でご確認ください。
外貨建個人年金保険では、円貨を外貨に交換して保険料を払い込みにな
る場合、または、保険会社より外貨で支払われた年金・給付金・解約返戻金
等を円貨に交換する場合、交換時の為替相場により円貨額が変動します。
また、為替相場に変動がない場合でも、円貨からお申し込みの際にはTTS
レート（円貨から外貨への換算相場）、円貨で年金等をお受け取りの際には
TTBレート（外貨から円貨への換算相場）を基準とする相場を適用するた
め、為替手数料がかかります。

個人年金保険をお申し込みの際は、次の点にご注意ください。

終身保険は、預金ではないため預金保険の対象外です。また、当行が元本
を保証する商品ではありません。
一部の商品は市場金利に応じた運用資産の価格変動が解約返戻金に反映
されるため、市場金利の変動により解約返戻金が既払込保険料を下回るこ
とがあり、損失が生じるおそれがあります。
商品によっては、ご契約時の契約初期費用のほか、ご契約後も毎年保険契
約関係費等がかかる場合があります。また、ご契約から一定の期間内に解
約された場合、解約控除（費用）がかかる場合があります。
ご負担いただく費用は商品によって異なります。そのため、具体的な金額・
計算方法は記載しておりません。各商品の費用等の詳細は「商品パンフレッ
ト」「契約概要・注意喚起情報」、「ご契約のしおり・約款」等でご確認ください。
外貨建終身保険では、円貨を外貨に交換して保険料を払い込みになる場
合、または、保険会社より外貨で支払われた死亡保険金・解約返戻金等を円
貨に交換する場合、交換時の為替相場により円貨額が変動します。また、為
替相場に変動がない場合でも、円貨からお申し込みの際にはTTSレート（円
貨から外貨への換算相場）、円貨で保険金をお受け取りの際にはTTBレート
（外貨から円貨への換算相場）を基準とする相場を適用するため、為替手数
料がかかります。

終身保険をお申し込みの際は、次の点にご注意ください。

預金・公共債の利子や投資信託の分配金・譲渡益等に対し、２０１３年１月１日
から２０３７年１２月３１日までの２５年間、復興特別所得税として、所得税×
2.1％が追加的に課税されます。

復興特別所得税について

外貨預金は、預金保険の対象ではありません。
円でのお預け入れ、払い出しには、為替手数料（通常、1米ドル/1ユーロ/1
豪ドルあたり片道1円（往復2円））を含んだ当行所定の為替相場が適用さ
れます。インターネットバンキングで外貨預金をご利用の場合の為替手数
料は、窓口で適用する金額とは異なる場合があります。
外国為替相場（為替相場）は日々刻々と変動しています。外貨預金の円換
算額は、為替相場により変動するため、円ベースでの利回りは外貨建ての
表面金利とは一致しません。
外貨預金には為替変動リスクがあります。為替相場の変動により払い出し
時の円貨額が預け入れ時の円貨額を下回る（円ベースで元本割れとなる）
場合があります。
お預け入れ時と払い出し時で為替相場の変動がまったくない場合でも、
TTSレートとTTBレートの差額（通常、1米ドル/1ユーロ/1豪ドルあたり2
円）のご負担が発生し、払い出し時の円貨額がお預け入れ時の円貨額を下
回る（円ベースで元本割れとなる）場合があります。
外貨定期預金は外貨（米ドル、ユーロ、豪ドル）建ての、期間の定めのある預
金です。原則として満期日前の払戻しはできません。
外貨現金でのお預け入れ、払い出しには手数料がかかります。（1米ドルあ
たり3円、1ユーロあたり4円、1豪ドルあたり5円、最低1,500円）
一部お取り扱いしていない店舗もございます。
外貨預金をお申込の際は、契約締結前交付書面を必ずご覧いただき、内容
をご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

外貨預金をお申し込みの際は、次の点にご注意ください。

西日本シティTT証券へのお客さまのご紹介について
・西日本シティ銀行は、グループ会社として、お客さまに西日本シティTT証
券の案内をさせていただき、お客さまのご同意がいただけた場合に限り、
西日本シティTT証券へお客さまをご紹介させていただきます。
・西日本シティ銀行が西日本シティTT証券をご案内することは、西日本シ
ティTT証券を通じたお取引のみを推奨するものではございません。また、
後述の同意書ご提出の有無、および、西日本シティTT証券とのお取引の
有無が、お客さまの西日本シティ銀行における他のお取引に影響を与え
ることはございません。
お取引をいただく契約先について
・ご紹介させていただきましたお客さまに対しましては、西日本シティTT証
券より商品のご説明を差し上げます。ご契約時のお手続きは、西日本シ
ティTT証券が行います。
・この場合、契約先は西日本シティTT証券となり、ご購入いただく商品は、
西日本シティTT証券の取扱商品となります。
・西日本シティTT証券が取扱う金融商品は預金ではありません。また、預金
保険の対象ではありません。
情報の相互提供のご同意について
・西日本シティ銀行と西日本シティTT証券は、お客さま情報を両社間で共
有させていただくことにより、お客さまの資産運用に、よりお役立ていた
だける提案が可能になると考えております。
・そのため、西日本シティTT証券へお客さまをご紹介する際、西日本シティ
銀行ならびに西日本シティTT証券の両社間でお客さまの情報を共有させ
ていただくことに関する書面「情報の相互提供についての同意書」の事前
のご提出をお願いしております。
別法人であること
・「西日本シティ銀行」と「西日本シティTT証券」はグループ会社ですが、別
法人であり、それぞれが責任を持ち、お客さま対応をいたします。
商品の詳しいご説明について
・ファンドラップには特有のリスクがございます。リスクを含む詳しいご説
明は、西日本シティTT証券株式会社の担当者よりご案内させていただき
ます。

証券会社紹介サービスのご留意事項

商 号 等 ： 西日本シティTT証券株式会社
　　　　　金融商品取引業者　福岡財務支局長（金商）第75号
加入協会 ： 日本証券業協会

商 号 等 ： 株式会社西日本シティ銀行
　　　　　登録金融機関　福岡財務支局長（登金） 第6号
加入協会 ： 日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会

No.175（24.8-40,000）T

【銀行控】

■保険商品のご検討にあたってのお客さまのご意向にチェック(レ)をしてください。

■上記5.または6.にチェックをされたお客さまは以下にもチェックをしてください。

■保険料・保険金額・保険期間・運用リスクに対する考え等（ご希望がある場合には、ご記入ください)

■お客さまご記入欄（「当初のご意向」をご回答いただいた後に、【回答日】のご記入をお願いいたします。）

・私は、貴行での保険商品の提案を受けるにあたり、上記のとおり保険商品の検討に関する当初意向を回答しました。

　　　　　　　　　　　　　（「最終のご意向」をご回答いただいた後に、【回答日】・【お名前】のご記入をお願いいたします。）

・私は、貴行で保険商品の提案を受けるにあたり、上記のとおり保険商品の検討に関する意向を回答しました。

・私は、最終的な意向と当初との比較、相違する場合の相違が生じた経緯等について貴行担当者より説明を受けました。

【回答日】　西暦　　　　　年　　　　月　　　　日　　　

【銀行使用欄】

□
□

【最終】

□

店番
担当

店別顧客番号

【個人のお客さま用】保険商品のご検討にあたってのご意向把握アンケート

当行では、保険業法等の法令の定め及び当行の内部規定に基づき、保険商品に関するお客さまのご意向（「当初のご意向」）を以下のアンケートによ
りお伺いさせていただき、そのご意向に対応した保険商品をご提案させていただきます。
また、お客様のご意向については個別商品のお申込前に改めて「最終的なご意向」として把握させていただき、「最終的なご意向」が「当初のご意向」
と異なる場合には、その違いが生じた経緯についてご説明させていただきます。
つきましては、お客さまに関する情報のお取扱についてご同意いただいたうえで、ご回答ください。

お名前（※）

株式会社西日本シティ銀行

(※ご署名をお願いします）

4

資産運用・貯蓄

万が一の場合に備える
2

5

病気・けがに備える

1

3

□

□ □

当初のご意向

一定期間の、万が一の場合のご遺族への保障を準備したい 「NCBほけんプラザ」でお取扱しております

病気・けがによる治療・入院費用を準備したい

一括で払い込み、資産運用または資産形成したい
（老後の生活資金等の準備・お子さまの教育・結婚資金等の準備等）

定期的（毎月・半年毎・毎年等）に払い込み、資産形成したい
（老後の生活資金等の準備・お子さまの教育・結婚資金等の準備等）

□

最終のご意向

がんなど、特定疾病への保障を準備したい □□

保険分野に関するご意向

一生涯に渡って、万が一の場合のご遺族への保障を準備したい

6

元本の安全性を重視

病気・けがで働けなくなり、収入が減少した場合の保障を準備したい

介護が必要になった場合にかかる費用の保障を準備したい

就労不能・介護に備える
8

運
用
方
針

収益性を重視

安全性と収益性のバランスを重視（どちらかといえば安全性の方を重視）

安全性と収益性のバランスを重視（どちらかといえば収益性の方を重視）

7

□ □

□ □

□

取扱店

その他の優先すべきご希望　（貯蓄部分の要否、引受保険会社に関するご意向　等)

保障内容と保険料のバランスを重視□

【回答日】　西暦　　　　　年　　　　月　　　　日　　　

□
□

必要な保障内容を理解できたため

必要な保障期間を理解できたため
理由

法令等遵守責任者

最終意向

保険期間：

保険料　：　

お客さまの当初のご意向についてご説明し、最終意向と相違ないことをご理解いただきました。

お客さまの当初のご意向と最終意向が相違していましたが、その相違点や相違が生じた経緯につき説明し、ご理解いただきました。

【お名前】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

運
用
通
貨

為替リスクがなく安定運用ができる円貨がよい

保険金額：　

当初意向

為替リスクはあるが、増える期待が持てる外貨がよい

□

□ □

□

□

□

□

「NCBほけんプラザ」でお取扱しております

□ □

□

□

「NCBほけんプラザ」でお取扱しております

保存年限：契約終了時まで保管  20221009



◼︎NISA

◼︎NISA

◼︎NISA・iDeCo

 ＊2：西日本シティ銀行のiDeCo加入者数は長崎銀行を含みます。 
　　　西日本シティTT証券はiDeCoの取扱はございません。

　一回にまとめて投資せず、時間をずらして投資する方法を
「ドル・コスト平均法」と言います。 
　価格の変動にかかわらず定期的に一定金額を購入すると、
価格が高い時には少なく、安い時には多く買えるため、 
平均購入単価を下げる効果が期待できます。

*1: ドル・コスト平均法とは

　 23/3 24/3 25/3

NISA口座数 91,313 117,053 129,698

iDeCo加入者数 *2 6,866 7,444 7,980

　 23/3 24/3 25/3

NISA口座数 3,290 4,201 5,029

　 23/3 24/3 25/3

NISA口座数 5,098 5,615 5,898

３ 積立投資信託契約者数・積立投資信託振替金額４

Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

安定的な資産形成に向けた提案取組状況 ④

５ NISA口座数・iDeCo加入者数

・長期にわたって安定的な資産形成をお考えのお客さまには、時間を分散しながら投資すること
（ドル・コスト平均法）　によりリスクを低減できる「積立投資信託」の提案を行っています。 
・お客さまの資産形成ニーズは年々高まっており、積立投資信託のご契約者数、振替金額ともに
年々増加しています。

非課税枠のメリットを受けながら、効率的に資産運用ができる
NISA・iDeCoをおすすめしています。
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取組状況 ⑤

時間や場所を選ばずに口座開設やお取引のお申込みが可能なインターネット取引サービスを提供しています。郵送や電話でお申込み手続きができる
保険商品を提供しています。

「NCBアプリ」で「投資信託口座」および 
「NISA口座」の開設やお取引のお申込みができます。

Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

デジタル・非対面取引の促進 - 1

「NCBアプリ」インターネット取引サービスの提供

　売買連携機能付きの投資情報サービス 
（パソコン・スマホ）をご利用いただけます。

　ダイレクトメール（DM）や電話で、傷害保険等をご案内しており、 
窓口へご来店いただくことなくお申込み手続きが完結します。

「NCTTぷらす＋」 
  インターネット取引サービスの提供

非対面による各種保険のご案内

NCBアプリのダウンロードはこちらから

商品種類 補償内容

　 D M
傷害保険

事故・けがに対する補償
シニア傷害保険

　 電 話
シニア傷害保険

病気・けがに対する補償
医療保険

21

CHEER証券*と連携し「NCBアプリ」から国内株式・ 
米国株式の購入ができるサービスを提供しています。

* CHEER証券：
東海東京フィナンシャルホールディングス(株)100%出
資子会社のネット証券



　ホームページ上で、お客さまのニーズに沿った商品のご提案が可能なロボアドバイザー（ほけん10秒診断、ファンドナビ）や、公的年金等の受給
額の目安を試算できるサービス（撮るだけねんきん試算）を提供しています。

年齢・性別等を入力 同世代の保険料等の確認 詳細な家族構成を入力 自身に必要な保障を確認

５つの簡単な質問に回答するだけで、 
お客さまのお考えに合ったファンドやポートフォリオを提案します。

ねんきん定期便を撮影するだけで、 
3つの年金（老齢・障害・遺族）をまとめて試算できます。

　簡単な質問に回答するだけで、 
　お客さまご自身にとって必要な保障を確認することができます。

Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

ロボアドバイザー（保険・投資信託・年金）による自動提案・試算サービスの提供

ほけん10秒診断

取組状況 ⑤ デジタル・非対面取引の促進 - 2

22

ファンドナビ 撮るだけねんきん試算



Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

取組状況 ⑥ 休日相談チャネルでのコンサルティング

　「NCBほけんプラザ」、「ながさきコンサルティングプラザ」では、平日の夕方や休日でも資産運用や保険などのご相談を承っています。

「NCBほけんプラザ」では、平日の夕方や休日でも保険のご相談を承っています。

拠点名 営業時間

1 NCBほけんプラザ・天神

2 NCBほけんプラザ・福岡

3 NCBほけんプラザ・千早

4 NCBほけんプラザ・姪浜

5 NCBほけんプラザ・福岡南

6 NCBほけんプラザ・春日

7 NCBほけんプラザ・北九州

8 NCBほけんプラザ・北九州西

9 NCBほけんプラザ・久留米

　長崎銀行は、ライフステージに応じた各種ソリューションの提供を目的とした拠点
「ながさきコンサルティングプラザ」を運営しています。

◼︎拠点の概要
拠点名 　ながさきコンサルティングプラザ

住　所
　長崎市尾上町 1 番 1 号 
　アミュプラザ長崎本館内 1 階

営業 
時間

平日 　12:00～20:00

土日・祝日
　10:00～20:00 
　※12/31~1/3を除く

提供サービス
　・資産運用・各種ローンのご相談 
　・新規創業のご相談 
　・普通預金新規口座開設

　ASシステム＊を使用し、お客さまのライフプラン
に応じた保険の提案を行っています。 
＊ASシステム：㈱アイリックコーポレーションが提
供する保険の現状把握分析・検索提案システム

◼︎ライフプランシートを用いたコンサルティング

[ 平日 ] 
9:00~17:00 
[ 土日 ] 
10:00~17:00 

※ただし、12/31～1/3、
5/3～5/5、土日以外の祝
日・振替休日は除きます。

NCBほけんプラザ ながさきコンサルティングプラザ

ライフプランシート（イメージ）▶︎
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Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

販売員の専門性向上

お客さまにとって最適な商品・サービスの提供を行うため、資格取得の推奨や研修等を通じて、販売員の専門性向上に取り組んでいます。

取組状況 ⑦

*保険： 
一時払保険商品

＜参考＞2024年度新規導入商品数 
　【投資信託】西日本シティ銀行 22商品（うち、NISA専用22商品） 
　　　　　　　長崎銀行 2商品（うち、NISA専用0商品） 
　　　　　　　西日本シティTT証券 6商品（うち、NISA専用0商品） 
　【保　　険】西日本シティ銀行 1商品　 
　　　　　　　長崎銀行 1 商品

*投資信託： 
インターネット専用商品も含む

　 商品数 比率 商品数 比率

円
建

定額個人年金 6 16.2% 3 15.8%
変額終身 1 2.7% 0 0.0%
終身保険 11 29.7% 7 36.8%

外
貨
建

変額個人年金 0 0.0% 0 0.0%
定額個人年金 6 16.2% 1 5.3%
終身保険 13 35.1% 8 42.1%
合計 37 100.0% 19 100.0%

　 商品数 比率 商品数 比率 商品数 比率
 国内債券 4 2.1% 1 1.8% 22 6.5%
 国内株式 29 15.2% 8 14.5% 67 19.9%
 国内REIT 4 2.1% 2 3.6% 8 2.4%
 国内バランス 2 1.0% 0 0.0% 0 0.0%
 海外債券 37 19.4% 8 14.5% 64 19.0%
 海外株式 70 36.6% 20 36.4% 125 37.1%
 海外REIT 10 5.2% 6 10.9% 22 6.5%
 海外バランス 33 17.3% 10 18.2% 19 5.6%
 その他 2 1.0% 0 0.0% 10 3.0%
 合計 191 100.0% 55 100.0% 337 100.0%

 うち成長投資枠 99 51.8% 27 49.1% 228 67.7%
 うちつみたて投資枠 29 15.2% 5 9.1% 52 15.4%

第三者による商品モニタリング評価の活用

お客さまの幅広いニーズにお応えするため、複数の第三者機関の知見を活用しながら、ご提供する商品の定期的な見直しを行っています。

取組状況 ⑧

*FP：ファイナンシャル・プランナーの略

７ 投資信託*商品ラインアップ（25年3月末現在） 保険*商品ラインアップ（25年3月末現在）８

６ ＦＰ *1・2級資格保有者数

・当社グループは運用会社が提供する投資信託を導入しており、商品の組成に携わっていません。  
・西日本シティ銀行、長崎銀行では保険会社が提供する保険商品を導入しており、商品の組成に携わっていません。
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プロダクトガバナンスに向けた取組み

　製販全体としてお客さまの最善の利益を実現するため、令和7年12月末までに、金融商品の組成に携わる金融事業者と顧客属性等の情報連携
を行い、令和8年6月までに、同金融事業者よりフィードバックを受ける予定としています。また、同金融事業者におけるプロダクトガバナンス
の取組みについて把握に努めてまいります。

取組状況 ⑨

Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供
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順位 商品名 種別
1 Ｏｎｅ／フィデリティ・ブルーチップ・グロース株式ファンド成長 海外株式
2 AB・米国成長株投信Dコース（毎月決算型・為替ヘッジなし） 海外株式
3 Ｔ＆Ｄインド中小型株ファンド                                海外株式
4 Ｏｎｅ／フィデリティ・ブルーチップ・グロース株式ファンド隔月 海外株式
5 イーストスプリング・インド株式オープン                      海外株式

順位 商品名 種別
6 パインブリッジ・グローバル・テクノロジー・インフラ・ファンド 海外リート
7 ｎｅｔＷＩＮ  ＧＳテクノロジー株式ファンドＢコース（為替ヘッジなし） 海外株式
8 AB・米国成長株投信Bコース（年2回決算型・為替ヘッジなし） 海外株式
9 ゴールド・インカムプラス                                    海外バランス
10 ニッセイ・メタバースワールド（予想分配金提示型）            海外株式

順位 商品名 種別 通貨
1 やさしい円ねんきん2 個人年金 円貨
2 プレミアカレンシー3 個人年金 円貨・外貨
3 生涯プレミアムワールド5 終身保険 外貨
4 外貨建・エブリバディプラス 終身保険 外貨
5 生涯プレミアムワールド6 終身保険 円貨・外貨
6 やさしい円ねんきん 個人年金 円貨
7 えらべる外貨建一時払終身 終身保険 外貨
8 ふるは～とJロードグローバルⅢ 終身保険 外貨
9 ロングドリームGOLD3 終身保険 外貨
10 生涯プレミアムジャパン5 終身保険 円貨

順位 商品名 種別 通貨
1 悠々時間アドバンス2plus 個人年金 円貨・外貨
2 あしたの、よろこび2 個人年金 円貨・外貨
3 長生きMy介護 終身保険 円貨
4 外貨建・エブリバディプラス 終身保険 外貨
5 プレミアプレゼント4 終身保険 円貨・外貨
6 夢ふくらむ終身 終身保険 円貨・外貨
7 えらべる外貨建一時払終身 終身保険 外貨
8 プレミアカレンシー3 個人年金 円貨・外貨
9 やさしさ、つなぐ2 終身保険 円貨・外貨
10 生涯プレミアムワールド5 終身保険 外貨

順位 商品名 種別
1 AB・米国成長株投信Dコース（毎月決算型・為替ヘッジなし） 海外株式
2 のむラップ・ファンド「積極型」 海外バランス
3 のむラップ・ファンド「普通型」 海外バランス
4 AB・米国成長株投信Bコース（年2回決算型・為替ヘッジなし） 海外株式
5 ニッセイ日経225インデックスファンド 国内株式
6 インデックスファンドS&P500 海外株式
7 米国NASDAQオープンBコース（為替ヘッジなし） 海外株式
8 イーストスプリング・インド株式オープン                     海外株式
9 ＭＨＡＭ株式インデックスファンド225 国内株式
10 ｉＦｒｅｅ　S&P500 インデックス 海外株式

順位 商品名 種別
1 AB・米国成長株投信Dコース（毎月決算型・為替ヘッジなし） 海外株式
2 AB・米国成長株投信Eコース（隔月決算型・為替ヘッジなし） 海外株式
3 ＦＡＮＧ＋インデックス・オープン 海外株式
4 のむラップ・ファンド「積極型」 海外バランス
5 グローバル・ロボティクス株式ファンド（年2回決算型） 海外株式
6 ストックインデックスファンド225 国内株式
7 ニッセイ・メタバースワールド（予想分配金提示型） 海外株式
8 ﾆｯｾｲ宇宙関連ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ株式ﾌｧﾝﾄﾞ（年2回決算型・為替ﾍｯｼﾞなし） 海外株式
9 ｉＦｒｅｅ　 S&P500 インデックス 海外株式
10 のむラップ・ファンド「普通型」 海外バランス

Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

一時払保険商品購入額ランキング（24年度）

　当社グループは、株式型やバランス型ファンドなどの幅広い投資信託の中から、お客さまにとって最適な商品の提案に努めています。 
また、「そなえる」「のこす」「ふやす」などお客さまのニーズに沿った保険商品の提案に努めています。

投資信託購入額ランキング（24年度） 109
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順位 商品名 コスト リスク リターン 順位 商品名 コスト リスク リターン

1 のむラップ・ファンド「積極型」 1.74 11.61 15.64 11 のむラップ・ファンド「やや積極型」 1.66 10.25 13.18

2 のむラップ・ファンド「普通型」 1.57 8.43 9.83 12 ピクテ・グローバル・インカム株式ファンド（毎月分配型） 2.47 12.99 13.82

3 AB・米国成長株投信Ｄコース（毎月決算型・為替ヘッジなし） 2.39 18.36 22.39 13 SMTAMダウ・ジョーンズ インデックスファンド 0.99 15.28 21.95

4 AB・米国成長株投信Ｂコース（年2回決算型・為替ヘッジなし） 2.39 18.49 22.52 14 フィデリティ・USハイ・イールド・ファンド 2.40 9.14 14.34

5 ダイワ・US-REIT・オープンB（為替ヘッジなし） 2.33 16.77 17.80 15 グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 2.60 19.53 20.57

6 ＭＨＡＭ株式インデックスファンド225 1.05 15.62 15.00 16 米国ＮＡＳＤＡＱオープン　Ｂコース（為替ヘッジなし） 2.35 22.13 24.29

7 ｉＦｒｅｅ　Ｓ＆Ｐ500　インデックス 0.20 16.21 25.29 17 netWIN GSﾃｸﾉﾛｼﾞｰ株式ﾌｧﾝﾄﾞBｺｰｽ（為替ヘッジなし） 2.75 22.53 22.45

8 イーストスプリング・インド株式オープン 2.61 16.33 27.79 18 フィデリティ・USリート・ファンドB（為替ヘッジなし） 2.20 16.47 16.45

9 ｉＦｒｅｅ　８資産バランス 0.24 8.08 11.39 19 グローバルＡＩファンド 2.59 27.28 23.07

10 財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 1.49 7.71 6.56 20 SMTグローバル株式インデックス・オープン 0.99 15.24 23.76

残高加重平均値 1.85 14.58 17.78

投資信託預り資産残高上位20銘柄*3（25年3月末） （%）

*3：25年3月末時点で、設定期間5年超の銘柄のみ表示しています。

コスト・リターン*1

リスク・リターン*2

Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

投資信託預り資産残高上位20銘柄のコスト・リターンおよびリスク・リターン
25年3月末/残高上位20銘柄のコスト、リスクは前年比概ね同水準、リターンは上昇しました。

1211

25年3月末23年3月末 24年3月末

25年3月末23年3月末 24年3月末

*1：コスト・リターン　 
投資信託のコストに対してリターンがどれだけ
得られたかを示すものです。 
・コスト：投資信託購入時の手数料や保有中に
発生する費用などです。 
・リターン：投資から得られる収益のことで
す。

*2：リスク・リターン 
投資信託のリスクに対してリターンがどれだけ
得られたかを示すものです。  
・リスク：投資信託の基準価額の変動のバラツ
キ度合いを示す指標で、価格変動の大きさをは
かる場合に使われます。

27



順位 商品名 コスト リスク リターン 順位 商品名 コスト リスク リターン

1 AB・米国成長株投信Ｄコース（毎月決算型・為替ヘッジなし） 2.39 18.36 22.39 11 グローバル・ヘルスケア＆バイオ・ファンド 3.08 14.21 12.31
2 ダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・オープンＢ（為替ヘッジなし） 2.33 16.77 17.80 12 ﾆｯｾｲ宇宙関連ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ株式ﾌｧﾝﾄﾞ（年2回決算型・為替ﾍｯｼﾞなし） 2.56 17.11 21.82
3 のむラップ・ファンド「積極型」 1.74 11.61 15.64 13 ニッセイＳDGｓグローバルセレクトファンド（年２回為替ヘッジなし） 2.24 17.42 16.17
4 グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 2.60 19.53 20.57 14 財産３分法ファンド（不動産･債券･株式）毎月分配型 1.49 7.71 6.56
5 ＦＡＮＧ＋インデックス・オープン 1.24 28.72 39.03 15 ニッセイ世界リートオープン（毎月決算型） 2.31 15.81 16.25
6 のむラップ・ファンド「普通型」 1.57 8.43 9.83 16 次世代通信関連　世界株式戦略ファンド 2.52 23.64 18.41
7 ストックインデックスファンド２２５ 0.99 15.64 15.00 17 フィデリティ・ＵＳリート・ファンドＢ（為替ヘッジなし） 2.20 16.47 16.45
8 ＳＭＴＡＭダウ・ジョーンズ　インデックスファンド 1.20 15.28 21.95 18 AB・米国成長株投信Ｃコース（毎月決算型・為替ヘッジあり） 2.39 17.89 11.46
9 ｉＦｒｅｅ　Ｓ＆Ｐ５００　インデックス 0.24 16.21 25.29 19 ＭＨＡＭ　Ｊ－ＲＥＩＴインデックスファンド（毎月決算型） 1.16 10.91 4.77
10 ニッセイ豪州ハイ・インカム株式ファンド（毎月決算型） 2.49 17.61 19.23 20 ジャパン・エクセレント 2.26 13.42 15.88

残高加重平均値 2.10 17.45 20.49

Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

投資信託預り資産残高上位20銘柄*3（25年3月末） （%）

コスト・リターン*1

リスク・リターン*2

*1：コスト・リターン　 
投資信託のコストに対してリターンがどれだけ
得られたかを示すものです。 
・コスト：投資信託購入時の手数料や保有中に
発生する費用などです。 
・リターン：投資から得られる収益のことで
す。

*2：リスク・リターン 
投資信託のリスクに対してリターンがどれだけ
得られたかを示すものです。  
・リスク：投資信託の基準価額の変動のバラツ
キ度合いを示す指標で、価格変動の大きさをは
かる場合に使われます。

投資信託預り資産残高上位20銘柄のコスト・リターンおよびリスク・リターン1211

23年3月末

25年3月末23年3月末 24年3月末

*3：25年3月末時点で、設定期間5年超の銘柄のみ表示しています。

25年3月末/残高上位20銘柄のコスト、リスクは前年比概ね同水準、リターンは上昇しました。
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順位 商品名 コスト リスク リターン 順位 商品名 コスト リスク リターン

1 AB・米国成長株投信Ｄコース（毎月決算型・為替ヘッジなし） 2.33 18.21 22.39 11 パインブリッジ・グローバル・テクノロジー・インフラ・ファンド 2.34 7.60 17.10 

2 ｎｅｔＷＩＮ ＧＳテクノロジー株式ファンドBコース（為替ヘッジなし） 2.69 22.53 22.45 12 グローバルＡＩファンド 2.53 27.28 23.07 

3 ピクテ・バイオ医薬品ファンド（毎月決算型）為替ヘッジなしコース 2.69 15.45 11.47 13 三菱ＵＦＪ ＮＡＳＤＡＱオープンＢコース 2.27 22.84 24.87 

4 日本好配当リバランスオープン 1.43 12.93 21.14 14 グローバルEV関連株ファンド（為替ヘッジなし） 2.39 24.17 21.67 

5 イーストスプリング・インド株式オープン 2.55 16.20 27.80 15 次世代通信関連　世界株式戦略ファンド 2.45 23.64 18.41 

6 Ｔ＆Ｄインド中小型株ファンド 1.82 17.50 26.70 16 グローバルＣｏＣｏ債ファンド（為替ヘッジあり・毎月分配型） 2.39 8.73 4.86 

7 Ｊ－ＲＥＩＴ・リサーチ・オープン（毎月決算型） 1.70 10.97 4.67 17 ベイリー・ギフォード インパクト投資ファンド 2.12 23.10 19.93 

8 グローバルＡＩファンド（予想分配金提示型） 2.53 25.70 22.07 18 ラサール・グローバルＲＥＩＴファンド（毎月分配型） 2.25 15.70 16.04 

9 AB・米国成長株投信Ｂコース（年2回決算型・為替ヘッジなし） 2.33 18.33 22.52 19 ＦＴ・アメリカ高配当株ファンド（毎月分配型） 2.51 14.52 23.90 

10 サイバーセキュリティ株式オープン（為替ヘッジなし） 2.47 24.71 21.67 20 お金のデザイン・グローバル・リアルアセット・ファンド 2.25 13.28 19.62 

残高加重平均値 2.29 18.06 20.38 

Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

投資信託預り資産残高上位20銘柄*3（25年3月末）
（%）

*3：25年3月末時点で、設定期間5年超の銘柄のみ表示しています。

投資信託預り資産残高上位20銘柄のコスト・リターンおよびリスク・リターン1211

コスト・リターン*1

リスク・リターン*2

25年3月末23年3月末 24年3月末

25年3月末23年3月末 24年3月末

*1：コスト・リターン　 
投資信託のコストに対してリターンがどれだけ
得られたかを示すものです。 
・コスト：投資信託購入時の手数料や保有中に
発生する費用などです。 
・リターン：投資から得られる収益のことで
す。

*2：リスク・リターン 
投資信託のリスクに対してリターンがどれだけ
得られたかを示すものです。  
・リスク：投資信託の基準価額の変動のバラツ
キ度合いを示す指標で、価格変動の大きさをは
かる場合に使われます。

25年3月末/残高上位20銘柄のコスト、リスクは前年比概ね同水準、リターンは上昇しました。
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 23/3：75.4％　24/3：96.4%　25/3：76.1%　　　 　

23/3：51.8％　24/3：92.1%　 25/3：75.0%　　　 　23/3：53.2％　24/3：95.2%　25/3：66.3%　　　　　　

Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

25年3月末の投資信託運用損益がプラスのお客さまの比率（運用損益別顧客比率）は、西日本シティ銀行76.1％、長崎銀行66.3％、西日本シティTT証券75.0％となりました。

投資信託の運用損益別顧客比率* 13

* 運用損益別顧客比率：投資信託を保有しているお客さまについて、基準日時点の保有投資信託に係る購入時以降の累積の運用損益（手数料控除後）を算出し、運用損益別にお客さまの比率を示した指標です。

運用損益プラス

運用損益プラス 運用損益プラス

主要経済指標　（参考） 2024年4月～2025年3月
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 23/3：88.7％　24/3：99.6％　25/3：79.7%

Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

ファンドラップ契約者数・残高14

25年3月末のファンドラップの運用損益がプラスのお客さまの比率（運用損益別顧客比率）は、79.7％となりました。

運用損益プラス

＊ 運用損益別顧客比率： 
ファンドラップを契約しているお客さまについて、基準日時点のファンドラップに係る購入時以降
の累積の運用損益（手数料控除後）を算出し、運用損益別にお客さまの比率を示した指標です。

　お客さまの運用ニーズに沿って、ご資産をお客さまの代わりに運用・管理し、
長期的な資産形成をサポートするサービス「ファンドラップ」のニーズが高まっ
ています。

 　運用のご提案から、運用・管理・フォローまで、一
括して行う資産運用サービスです。資産運用の専門家
が、お客さまの投資に対するお考えに合わせて、様々
な資産の投資信託を、効率よく組合せて運用します。 
 　西日本シティTT証券のファンドラップは3百万円か
らご契約いただけます。

　お客さまの投資方針をご確認し、ニーズに合ったコースをご提案しています。
パンフレットを活用し、お客さまにとって重要な情報（費用やリスク等）をご
説明しています。

　 22/3 23/3 24/3 25/3

契約者数 2,499 3,564 4,348 5,591

残高（億円） 158 186 231 272

ファンドラップの運用損益別顧客比率* 13

投資方針の確認・重要情報の提供

ファンドラップ契約者数・残高

ファンドラップとは？
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運用プ ラ ン の

ご 提案

ファ ンド ラッ プ

口座へのご 入金と

運用開始

定期的な

運用報告と

お客さ まフォロー

フ ァ ンド ラ ッ プ

口座の開設と

運用のお申込み

ご 相 談

コ ミ ュ ニケーショ ン シ ート に

よるリ スク 診断。 運用の目的、

期間についてのお伺い。

お客さ まと 東海東京アセッ ト

マネジメ ント で 投資一任契約

を 締結。

４ つの運用コ ース

から お客さ まに

合っ たコ ース の

ご 提案。

安定型　 中立型

積極型

エク ステン シブ型

いずれかを お客さ ま にお選びいただけま す。

0 5  長期フ ィ ー割引サービ ス　 ※基本サービ ス

0 6  固定報酬・ 成功報酬の選択が可能　 ※基本サービ ス

フ ァ ンド ラ ッ プ 手数料のう ち 、直接的にご 負担いただく 費用は

固定報酬型より 料率が低く

設定さ れた固定報酬部分に

加え、運用益に応じ た成功

報酬部分が加算さ れます。

成功報酬型

運用資産の時価評価額に応

じ て、決めら れた料率により

計算さ れます。

固定報酬型

ま たは

[  ご参考 ]

N C ラッ プでは、 お客さ まに長期分散投資を 継続いただけるよう 、 長期フィ ー割引をご用意しており ます。

長期フ ィ ー割引に つ いて

新規契約の運用開始日から 2 年経過後の応当日が属する 計算期間の

翌計算期間から 固定報酬の計算料率を3 0 % 割引いたし ます。

長期で当社のファ ンド ラッ プのご契約を 継続していただく と 、運用コ スト 負担を軽減できます。

1 年経過 2 年経過

3 0 ％割引

運用開始

高い 低い運用利回り

報酬の比較 固定報酬の方が低い傾向 固定報酬の方が高い傾向

NCラップサービスの流れ

N Cラッ プ

つの

ST E P
5

※上記はイメ ージです。

※上記は一般的な傾向であり 、こ のよう な形になら ない場合があり ます。
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順位 銘柄名 コスト リターン 　 順位 銘柄名 コスト リターン
1 サニーガーデンＥＸ 0.81 4.16 　 11 生涯プレミアムワールド3 0.62 -0.09
2 やさしさ、つなぐ 0.50 1.34 　 12 サニーガーデン 0.45 1.96 
3 生涯プレミアムワールド４ 0.78 0.00 　 13 ビーウィズユープラス 1.03 -0.14
4 プレミアプレゼント 0.79 2.78 　 14 しあわせ、ずっと２ 0.90 4.70 
5 生涯プレミアムワールド５ 0.89 3.65 　 15 ロングドリームＧＯＬＤ３ 0.95 4.76 
6 プレミアレシーブ（外貨建） 0.68 4.53 　 16 みらい、そだてる 0.39 3.09 
7 外貨建・エブリバディプラス 0.74 3.72 　 17 三大陸 0.42 4.01 
8 ロングドリームＧＯＬＤ２ 0.87 5.68 　 18 ロングドリームＧＯＬＤ 0.76 1.36 
9 しあわせ、ずっと 0.70 1.95 　 19 プレミアカレンシー・プラス２ 0.53 1.94 
10 ふるはーとＪロードグローバル 0.86 4.61 　 20 プレミアベスト 0.87 1.16 

　 一時払保険料加重平均値 0.75 3.02 

Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

外貨建保険残高*1上位20銘柄のコスト・リターン15

*3：25年3月末時点で、契約後5年以上保有している外貨建保険が対象です。外貨建保険残高上位20銘柄*3（25年3月末）
（%）

✓　外貨建保険は、保障と運用を兼ねており、満期や死亡の際には保険金が支払われます。解約時には解約返戻金が支払われますが、保険商品は長期保有を前提としており、特に、契約後の早い
段階に解約した場合に受け取る解約返戻金は、一定額の解約控除等により、一時払保険料を下回ることが多くあります。 
✓　解約返戻金は基準日時点の為替レートで円貨換算しており、満期まで保有した場合や、外貨で受け取る場合の評価とは異なります。

25年3月末23年3月末 24年3月末

コスト・リターン*2

25年3月末/残高上位20銘柄の一時払保険料加重平均値のコスト・リターンは、ともに前年比でほぼ横ばいとなりました。
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*1：外貨建保険残高 
基準日時点の解約返戻金額（円換算）と基準日時点の
既支払金額の合計額のことです。解約返戻金額は、時
価評価が反映されています。 

*2：コスト・リターン　 
外貨建保険のコストに対してリターンがどれだけ得ら
れたかを示すものです。 
 
・コスト 
新契約手数料と継続手数料を基に算出したものです。 

・リターン 
解約返戻金額と既支払金額の合計額と、一時払保険料と
の差額です。



23年3月末

順位 銘柄名 コスト リターン 　 順位 銘柄名 コスト リターン
1 生涯プレミアムワールド４ 0.75 -0.57 　 11 プレミアストーリー２ 0.76 3.09 
2 たのしみ、ずっと 0.79 2.15 　 12 アップサイドプラス 1.09 -0.65 
3 生涯プレミアムワールド５ 0.90 3.09 　 13 ロングドリームGOLD３ 0.94 5.14 
4 プレミアプレゼント 0.89 1.86 　 14 ロングドリームGOLD 0.72 2.40 
5 しあわせ、ずっと 0.56 0.94 　 15 えんドル君プラス 0.18 0.03 
6 ふるはーとＪロードグローバル 0.80 3.80 　 16 プレミアジャンプ 0.76 1.76 
7 ロングドリームGOLD２ 0.90 4.46 　 17 えがお、ひろがる 0.75 0.63 
8 生涯プレミアムワールド３ 0.75 1.10 　 18 モンターニュ 0.20 2.71 
9 しあわせ、ずっと２ 1.00 5.40 　 19 モンターニュ２ 0.30 1.45 
10 外貨建・エブリバディプラス 0.69 2.38 　 20 みらい、そだてる 0.22 -0.20 

　 一時払保険料加重平均値 0.79 1.77 

Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

外貨建保険残高*1上位20銘柄のコスト・リターン15

25年3月末/残高上位20銘柄の一時払保険料加重平均値のコスト・リターンは、ともに前年比でほぼ横ばいとなりました。

*3：25年3月末時点で、契約後5年以上保有している外貨建保険が対象です。外貨建保険残高上位20銘柄*3（25年3月末）
（%）

コスト・リターン*2

25年3月末24年3月末
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*1：外貨建保険残高 
基準日時点の解約返戻金額（円換算）と基準日時点の
既支払金額の合計額のことです。解約返戻金額は、時
価評価が反映されています。 

*2：コスト・リターン　 
外貨建保険のコストに対してリターンがどれだけ得ら
れたかを示すものです。 
 
・コスト 
新契約手数料と継続手数料を基に算出したものです。 

・リターン 
解約返戻金額と既支払金額の合計額と、一時払保険料と
の差額です。



*1：運用評価別顧客比率 
購入時以降の累積運用評価（リターン）別のお客さまの分布を示した指標です。 

・運用評価（リターン） 
基準日時点の解約返戻金と、一時払保険料との差額を基に算出しています。ただし、契約期間中に受け取った金額がある場合は、解約返戻金に加算しています。

23/3：51.8%　 24/3：81.1% 　25/3：69.2% 23/3：23.２%　 24/3：60.7%  25/3 : 46.3%

Ⅲ．その他継続的な取組み　2．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供

外貨建保険運用評価別顧客比率＊116

25年3月末の外貨建保険運用評価がプラスのお客さまの比率（運用評価別顧客比率）は、西日本シティ銀行69.2％、長崎銀行46.3％となりました。

運用評価プラス 運用評価プラス
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Ⅲ

3．お客さまに対する情報提供の充実

その他継続的な取組み
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商 号 等：株式会社西日本シティ銀行
登録金融機関　福岡財務支局長（登金）第6号

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会

※くわしくは、お近くの西日本シティ銀行の窓口へ
お問い合わせください。

2024年7月1日 現在

インターネットホームページ

https://www.ncbank.co.jp

◎本パンフレットに記載の公共債、外貨預金、投資信託、NISA、保険商品にはご注意いただきたい事項が
あります。詳しくはP35～36をご覧ください。

◎お客さまの投資に関するご経験や投資に対するお考えによっては、ご案内できない商品もございますので、
あらかじめご了承ください。

私
が

ご
案
内
し
ま
す

マネープランガイド
NCB

これからのための

まずは、このガイドブックをご覧ください。

R&I顧客本位の金融販売会社評価
格付投資情報センター（R＆I）による「R＆I顧客本位の金融販売会社評価（※2）」において
「S+」評価を取得しています。
※2 銀行・証券会社等が投資信託の販売において「顧客本位の業務運営」を行っているか、その取組方針や取組状況を、中立的な第三者の立場から6段階（SSS、SS、S、A、

B、C）で評価したものです。SSとSとAについては、上位評価に近いものにプラスを付し、それぞれSS＋、S＋、A＋と表示します。

当 行 取 扱 当行取扱

●　当行では、「フィデューシャリー・デューティーに関する基本方針」に基づき、お客さまの様々なニーズにお応えす
るべく幅広い商品を取り揃えています。
●　西日本FHグループで連携し、各社の特徴を活かした商品を「金融商品仲介」等を通じて取り扱っています。
●　投資信託や保険商品などの商品選定にあたっては、類似する商品について、商品のわかりやすさ、リスクや運
用実績、お客さまにご負担いただく費用等を比較検討し、外部機関の知見を参考にお客さまによりご満足いただ
けるよう努めております。
●　内外環境やお客さまのニーズの変化等に応じて、常に魅力ある商品ラインナップとなるよう、半年に一度、外部
機関による評価等を参考にしつつ、商品の運用実績等を検証し、ラインナップの見直しを行っています。

重要情報シート一定の投資性金融商品の販売・販売仲介に係る

商品ラインナップの考え方 ［商品選定のコンセプトや留意点は次のとおりです。］

取扱商品 ［当行がお客さまに提供できる金融商品の種類は次のとおりです。］

当行の基本情報

苦情・相談窓口4

3

2

1

［社 　 　 名］株式会社　西日本シティ銀行
［登 録 番 号］福岡財務支局長（登金）第6号
［加 入 協 会］日本証券業協会／一般社団法人金融先物取引業協会
［当行の概要を記したウェブサイト］https://www.ncbank.co.jp/

加入協会等共通の相談窓口

当行お客さま相談窓口

金融庁金融サービス利用者相談室

証券・金融商品あっせん相談センター（FINMAC） TEL.0120-64-5005〈受付時間〉 平日：9時～17時

生命保険協会　生命保険相談所 TEL.03-3286-2648
〈受付時間〉 平日：9時～17時

全国銀行協会相談室 TEL.0570-017109（TEL.03-5252-3772）
〈受付時間〉 平日：9時～17時

お客さまサービス室 TEL.0120-162-105
〈受付時間〉 平日：9時～17時

TEL.0570-016811（TEL.03-5251-6811）
〈受付時間〉 平日:10時～17時

※1 西日本シティＴＴ証券等（仲介口座）での取扱

円貨預金（投資性なし）
外貨預金（投資性あり）
投資信託
保険商品（投資性なし）
保険商品（投資性あり）
国内株式
外国株式
上記以外の商品等 個人向け国債・NISA・iDeCo等もご用意しています。

○
○
○
○
○
×
×

○※1

○※1

○※1

○※1

×
×
×

円建債券
外貨建債券
特殊な債券（仕組債等）
ラップ口座
ETF、ETN
REIT
その他の上場商品

重要情報シート（個別商品編）

のむラップ・ファンド（普通型）
１
金融商品の名称・種類

組成会社（運用会社）

販売委託元

パッケージ化の有無

商品組成に携わる事業者が
想定する購入層

クーリング・オフの有無

金融商品の目的・機能

のむラップ・ファンド（普通型）

野村アセットマネジメント株式会社

野村アセットマネジメント株式会社

国内株式、国内債券、外国株式、外国債券、世界各国（日本を含む）の不動産投資信託証券（REIT）を主要投
資対象とし、信託財産の成長と安定した収益の確保を図ることを目的として運用を行ないます。

この商品は、安定した収益の確保と中長期的な資産の成長を目指したい方で、同種の商品に対する知識や投資
経験があり、もしくは説明を受け商品性をご理解いただける投資家を主に念頭において組成しています。
この商品は元本割れリスクを許容でき、安全性と収益のバランスに配慮しつつ積極的な運用を考える方に適し
ております。また、積極的な運用を考える方の投資も可能です。

金融商品取引法第37条6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。

あなたの会社が提供する商品のうち、この商品が、私の知識、経験、財産状況、ライフプラン、投資目的に照らして、ふさわしいという根拠は何か。
この商品を購入した場合、どのようなフォローアップを受けることができるのか。
この商品が複数の商品を組み合わせたものである場合、個々の商品購入と比べて、どのようなメリット・デメリットがあるのか。

以下のような質問があれば、お問い合わせください。

損失が生じるリスクの内容

○ファンドは株式、REIT、債券（公社債等）に投資を行ないますので、各々の資産の市場価格の変動の影響を
受けます。
○債券（公社債等）等には、元利金の支払遅延および支払不履行などが生じるリスクがあります。
○原則として為替ヘッジを行ないませんので、為替変動の影響を受けます。

〔参考〕過去１年間の収益率

〔参考〕過去５年間の収益率

損失リスクの内容の詳細は交付目論見書の「投資リスク」に、運用実績の詳細は交付目論見書の「リスクの定量的比較」や「運用実績」に記載しています。

以下のような質問があれば、お問い合わせください。
投資信託のリスクについて、私が理解できるように説明してほしい。
相対的にリスクが低い類似商品はあるのか。あればその商品について説明してほしい。

購入時に支払う費用
（販売手数料など）

購入申込金額に手数料率1.1％（税抜1.0％）を乗じて得た金額とします。
なお、お申込手数料には消費税等相当額がかかります。

継続時に支払う費用
 （信託報酬など）

運用成果に応じた費用
 （成功報酬など）

運用管理費用（信託報酬率）：年1.353％（税抜 年1.23％）
その他費用・手数料が実費でファンドから支払われます。これらは事前に料率を表示することができません。

ありません。

以下のような質問があれば、お問い合わせください。
私がこの商品に100万円を投資したら、それぞれのコストが実際にいくらかかるのか説明してほしい。
費用がより安い類似商品はあるか。あればその商品について説明してほしい。

上記以外に生ずる費用を含めて、詳細は契約締結前交付書面と交付目論見書の「ファンドの費用・税金」に記載しています。

― 1 ―

: 2025年06月07日使用開始日

0.3％（2025年5月末現在）

平均8.8％  最低-6.4％（2022年12月） 最高24.8％（2021年10月）
（2020年6月～2025年5月の各月末における直近1年間の数字）

パッケージ化商品ではありません。

商品等の内容

２ （本商品は、元本が保証されず、損失が生じるリスクがあります）リスクと運用実績

３ （本商品の購入又は保有には、費用が発生します）費用

※

※

（当行は、組成会社等の委託を受け、お客様に商品の販売の勧誘を行っています）

取組状況 ① 分かりやすい情報提供

・お客さまへ提供する商品・サービスの特性、リスク及び手数料等の情報については、イラストやグラフを用いた資料等を活用し、分かりやすく提供する
ことに努めています。 
・重要情報シートを使って、当社グループの商品選定のコンセプトや、お客さまにとって重要な情報（費用やリスク等）を商品毎に分かりやすくご説明す
ることに努めています。

マネープランガイド 重要情報シート（金融事業者編） 重要情報シート（個別商品編）

　当社グループは、お客さまがニーズにあった商品・サービスを選択できるように、商品・サービスの特性やお客さまの経験・
金融知識等に応じて、お客さまにとって重要な情報を、お客さまが理解できるように分かりやすく提供することに努めます。 

基本方針 
３

お客さまに対する情報提供の充実

Ⅲ．その他継続的な取組み　3．お客さまに対する情報提供の充実
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投信保有者画面

お客さまの投資信託取引の利便性向上を図るため、NCBアプリを2025年2月にリニューアルしました。また、ホームページでは、投資信託の基礎や保険の
ポイント等を分かりやすくご確認いただけます。

昨年度は、より多くのお客さまに資産形成を始めるきっかけを提供するため、著名なゲストを迎えた対面のNISAセミナーに注力しました。

Ⅲ．その他継続的な取組み　3．お客さまに対する情報提供の充実

アプリを活用した情報提供取組状況 ②

セミナー等による情報提供取組状況 ③

NCBアプリ ホームページ

「ON」をタップすると 
　お気に入り登録したファンドだけを表示

　「  　　   」をタップすると 
　　お気に入り登録が可能

432回開催回数

POINT２

17 お客さま向けセミナー開催回数

2024年度は、お取引先企業の従業員さまに向けた 
職域セミナーを中心に取り組みました。

お取引先企業の従業員さまの金融リテラ
シー向上を目的としたサポートに取り組ん
でいます。

相場の変動時には、緊急マーケットセミ
ナーとしてオンラインセミナーを実施してい
ます。

対面（リアル） オンライン

セミナーの実施形式
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取組状況 ⑤ アフターフォローへの取組み

取組状況 ④

子どもたちが銀行を身近に感じ、お金の流れや価値、さらに銀行と社会とのつながりについて楽しく学べる場として「お金のがっこう」を2006年より毎年開
催しています。長崎銀行では、長崎県内の金融リテラシー向上に取り組む「ALL長崎金融リテラシー向上プロジェクト」の一環として高等学校に対して講師
を派遣し、金融経済教育を実施しています。

Ⅲ．その他継続的な取組み　3．お客さまに対する情報提供の充実

教育現場等への情報提供

小学生用 中高生用

「お金のがっこう」で使用する教材

　市場動向が大きく変動した場合、相場見通し
や商品の運用状況をはじめ、お客さまの投資判
断に必要な情報をタイムリーかつ丁寧に説明し
ます。

　投資信託や保険商品等を保有いただいている
お客さまに対して、運用状況を記載した資料送
付に加え、担当者による定期的な情報提供、ラ
イフプラン等の変化に応じた資産配分の見直し
提案を行っています。

マーケット急変時の情報提供定期的な情報提供と資産配分の見直し提案
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お客さまの資産運用及び資産形成に関わる業務の基本方針 
（フィデューシャリー・デューティーに関する基本方針）

１．お客さま本位の業務運営態勢の構築 
（1）当社グループは、グループ経営理念に則り、役職員1人ひとりがお客さまに対して誠実・公正に業務に取り組むとともに、お客さまに選ばれる総合金融グループを目指して、 
　　　｢お客さま本位の業務運営｣の徹底に努めます。 
①　グループ経営理念として｢高い志と誇りを持って時代の変化に適応し、お客さまとともに成長する総合力Ｎｏ．1の地域金融グループを目指す｣ことを定めています。 
②　グループ経営理念及び｢お客さま本位の業務運営｣の考え方を、諸会議や研修等を通じてグループ内に浸透させるとともに、それらを反映した業績評価体系の整備に努めます。 
③　お客さまの多様なニーズにお応えできる営業態勢・チャネルを整備・拡充することで、お客さまの利便性の向上に努めます。 
④　お客さまのニーズに応じてグループ各社が連携し、グループ各社の特長・強みを活かした総合金融サービスの提供に努めます。 
⑤　多様化・高度化するお客さまのニーズに応えられる、高い人間力とコンサルティング力を有する人財の育成に努めます。 
⑥　サービスの提供にあたっては、お客さまの利益が不当に損なわれることがないよう、適切な対応に努めます。 

２．お客さまにとって最適な商品・サービスの提供 
（1）当社グループは、お客さまとの対話を通じて、お客さまのニーズを的確にとらえ、お客さまの資産状況、経験、知識及び運用の目的にあった最適な商品・サービスの提供に努めます。 
①　お客さまの様々なニーズに沿った商品・サービスを提供できるよう、商品ラインアップの充実に努めます。 
②　お客さまの良質な金融資産の安定的形成に資するよう、お客さまの資産状況、経験、知識及び運用の目的等を総合的に勘案し、お客さまにふさわしい商品・サービスの提案に努めます。 
③　ご高齢のお客さまには、ご意向の確認のため、よりきめ細かな対応に努めます。 
④　お客さまの個人情報については、社内規程に基づき厳格に取り扱い、個人情報の正確性・機密性の保持と安全性の確保に努めます。 
⑤　お客さま目線に立った質の高いサービスの提供スキルを向上させるため、人財の育成に努めます。 

３．お客さまに対する情報提供の充実 
（1）当社グループは、お客さまがニーズにあった商品・サービスを選択できるように、商品・サービスの特性やお客さまの経験・金融知識等に応じて、お客さまにとって重要な情報を、お客さまが理解
できるように分かりやすく提供することに努めます。 
①　提供する商品・サービスの特性、リスク及び手数料並びに経済環境・市場動向等に関して、お客さまに提供する情報の充実に努めます。 
②　情報の提供にあたっては、お客さまに十分ご理解いただけるよう、分かりやすい説明に努めます。 
③　保有資産の状況や市場動向等について適切な情報提供を行うなど、丁寧なアフターフォローに努めます。 

　＜本方針の対象となるグループ会社＞ 
　西日本シティ銀行、長崎銀行、西日本シティＴＴ証券 

以上

　株式会社西日本フィナンシャルホールディングスグループ（以下、｢当社グループ｣といいます。）は、 
グループ経営理念に基づくお客さま・地域の期待を超えた総合金融サービスの展開にあたり、 

お客さまの資産運用及び資産形成に関わる業務において、｢お客さま本位の業務運営態勢の構築｣に努めます。
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本資料は、特定の投資信託・生命保険・株式・債券等の売買を 
推奨、勧誘する目的のものではありません。


